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ユ田

童
日

田
中
木
叉
上
人
著

「日
本
の
光
」
（耕
栄
上
人
　
光
明
主
義
）
の
大
正
八
年
の
項
に
、
―
つ
づ
い
て
十
月

十
六
日
よ
り
二
十
日
ま
で
、
広
島
に
近
き
十
日
市
潮
音
寺
に
て
、
之
に
は
中
国
で
は
熊
野

ｏ
藤
本

・
中
山

諸
師
、
九
州
か
ら
は
丹
波

・
橋
爪
諸
師
を
始
め
と
し
て

「聖
母
」
と
綽
名
さ
れ
た
荒
巻
く
め
老
姐
も
参
加

し
た
。
そ
れ
に
上
人
は
、
わ
ざ
わ
ざ
関
東
よ
り
笹
本
師
ま
で
呼
び
寄
せ
ら
れ
、
念
仏
三
十
七
道
品
に
つ
き

御
話
下
さ
れ
て
頗
る
緊
張
し
た
別
行
で
あ

っ
た
。
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
程
に
斯
の
念
仏
二
十
七

道
品
の
御
講
話
が
如
何
に
意
義
深
い
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。
本
年
は
ま
た
聖
者
八

十
回
忌
の
御
祥
当
、
聖
者
導
き
の
御
意
を
体
し
、
滋
に
再
度
、
三
十
七
道
品
御
講
演
慕
書
を
披
露
し
、
念

仏
三
味
成
就
い
た
さ
れ
、
み
佛
と
倶
な
る
光
明
生
活
の
稔
り
を
お
挙
げ
下
さ
ら
ん
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
す
。

橋

爪

勇

哲





弁
栄
上
人
広
島
県
佐
伯
郡
十
日
市
町
潮
音
寺
に
於
け
る

念
佛
三
十
七
道
品
御
講
演
聴
書
の
写

法
身

橋
爪
実
誠
上
人
大
正
八
年
十
月
十
六
日
よ
り
二
十
日

迄
広
島
県
佐
伯
郡
十
日
市
町
潮
音
寺
に
於
い
て
山
崎

弁
栄
上
人
御
勧
化
聞
書

（昭
和
十
七
年
五
月
十
四
日

西
林
寺
に
於
い
て
橋
爪
上
人
と
読
合
せ
校
正
す
。
）

（丹
波
園
浄
）

初
日
　
十
月
十
六
日

講
題
　
念
佛
道
諦
三
十
七
道
品

○
至
心
に
飯
命
す
の
事

如
来
蔵
　
　
母

萬
物
生
ず
　
胎
蔵
界

如
来
の
軌
持
に
従
て
行
は
る
は
、
日
月
星
辰

悉
く
宇
宙
の
軌
道
に
従

へ
ば
是
れ
父
の
命
に

従
う
に
似
た
り
。

法
身
仏
は

一
面
は
母
た
り

一
面
は
父
た
り
。

吾
人
、
万
物
の
生
じ
て
人
間
が
同
じ
五
官
に
て
五
覚
を

違
わ
ず
而
も
万
人
は
万
人
面
色
を
異
に
し
て
、
指
紋
の
如

き
、
何
億
万
人
も
異
に
し
世
界
中
の
者
悉
く
古
来
生
れ
て

同
人
な
く
、
如
来
は
実
に
無
尽
蔵
な
り
。
同
じ
き
処
は
同

じ
き
如
く
、異
な
る
も
の
は
異
な
る
如
く
食
物
の
如
き
種
々

の
形
に
。

法
身
如
来
蔵
は
不
可
思
議
な
り
。
人
間
の
如
き
ア
ミ
ー

バ
ー
が
次
第
に
進
化
し
て
、
人
間
の
如
く
な
る
形
の
上
に
、

地
球
上
人
間
と
し
て
生
れ
有
難
い
も
の
で
あ
る
。
人
間
の
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日
々
生
き
得
ら
る
ゝ
事
は
当
り
前
と
思
う
て
居
る
け
れ
ど

も
、
知
識
の
進
ま
ざ
る
も
の
に
は
わ
か
ら
な
い
。
実
は
如

来
の
摂
理
即
ち
法
身
の
力
に
よ
り
万
物
生
存
す
而
も
何
の

為
に
活
か
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
が
わ
か
ら
ぬ
か
ら
如
来

が
人
間
に
応
じ
て
釈
尊
が
出
世
ま
し
ま
す
の
で
あ
る
。

應
身
は
、
報
身
阿
弥
陀
仏
の
慈
光
を
教

へ
示
し
給
う
。

摂
取
摂
化
せ
ら
れ
る
御
仏
の
如
来
法
身
よ
り
生
れ
た
る

卵
が
お
さ
め
取
ら
る
ゝ
変
化
す
る
化
に
、
変
化
と
生
化
と

あ
り
、
如
来
の
光
に
摂
化
せ
ら
る
ゝ
熱
心
な
る
信
仏
の
心

が
、
如
来
の
心
に
入
っ
て
行
く
と
進
む
の
で
あ
る
。
如
来

と
我
心
と
感
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

ｏ
至
心
に
勧
請
す
の
事

如
来
よ
り
即
仏
眼
よ
り
見
れ
ば
菩
薩
と
極
楽
と
の
差
別

な
く
、
唯
七
宝
の
荘
厳
功
徳
充
ち
満
て
り
。
我
等
の
心
は

生
み
た
て
の
卵
に
て
ボ
ン
ヤ
リ
し
て
い
る
。
但
し
ボ
ン
ヤ

り
し
て
の
中
に
も
若
々
し
さ
が
あ

っ
て
畜
生

・
餓
鬼
等
は

人
間
以
下
に
ボ
ン
ヤ
リ
し
て
い
る
。
人
間
は
阿
頼
耶
識
の

中
の
仏
性
は
進
ん
で
い
る
か
ら
、
虫
ケ
ラ
よ
り
も
立
派
な

天
地
を
見
て
い
る
。
人
間
以
上
に
進
む
時
、
十
方
三
世
に

透
き
通
る
様
に
な
る
か
ら
転
識
得
智
し
て
識
は
智
と
な
る
。

即
ち
仏
智
見
を
開
き
四
大
智
慧
現
は
れ
て
仏
身
仏
土

（七

宝
）
の
荘
厳
浄
土
と
見
る
。
人
間
も
種
類
が
色
々
と
各
々

其
の
業
識
に
従
て
見
る
故
に
、
そ
の
見
る
処
を
異
に
し
て

人
間
は
餓
鬼
を
見
ず
、
之
は
即
ち
そ
の
信
仰
に
よ
る
。
信

仰
に
よ
り
報
身
の
弥
陀
如
来
を
見
奉
る
。
如
来
光
明
に
よ

り
信
仰
心
次
第
に
開
発
増
上
さ
れ
て
来
る
。
人
間
も
教
育

に
よ
り
智
識
が
発
達
す
る
如
く
、
本
来
法
身
よ
り
生
ま
れ

し
仏
性
も
信
仰
に
よ
り
て
初
め
て
活
動
し
て
来
る
云
云
。

仕
方
な
し
に
天
に
任
す
る
位
に
天
命
に
従
う
の
で
は
つ
ま

ら
ぬ
。
如
来
に
帰
命
し
て
心
身
を
捧
げ
て
如
来
の
命
の
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ま
ゝ
に
、
天
に
任
ず
る
こ
と
に
依
て
活
き
甲
斐
が
あ
る
の

で
あ
る
。
然
る
時
我
は
仏
心
仏
行
と
な
る
。
我
は
如
来
の

も
の
と
な
る
。
既
に

一
致
し
て
し
ま
う
。
母
か
ら
産
み
お

と
し
て
も
ら

つ
て
乳
で
育

っ
て
い
る
か
ら
身
体
は
親
の
物

で
あ
る
如
く
、
如
来
よ
り
生
れ
て
如
来
の
慈
悲
に
育
て
ら

る
ゝ
か
ら
、
凡
て
が
如
来
の
物
で
あ
る
か
ら
如
来
様
に
帰

命
す
る
の
で
あ
る
。
心
身
を
捧
げ
る
の
で
あ
る
。

○
至
心
に
勧
請
す
の
事

如
来
の
こ
の
分
身
を
我
心
に
勧
請
す
る
仏
壇
に
、
本
尊

如
来
を
招
き
安
置
す
る
如
く
、
我
心
に
如
来
を
勧
請
し
安

置
す
る
の
で
あ
る
。
吾
人
の
尊
崇
性
を
開
発
す
る
。
而
し

て
慈
愛
性
を
開
発
す
る
即
ち
如
来
を
尊
び
如
来
を
愛
慕
す

る
。
之
は
信
仰
心
の
進
む
に
従

っ
て
此
の
性
は
次
第
に
発

達
す
る
、
即
ち
敬
愛
相
具
わ
る
此
の
二
者
具
足
し
て
完
全

を
得
る
。
尊
敬
す
る
時
は
次
第
に
隔
た

っ
て
上
下
の
差
を

生
ず
。
然
る
に
愛
楽

（あ
い
ぎ
ょ
う
）
す
る
時
に
は
尊
敬

す
る
隔
た
り
も
な
く
人
を
親
し
く
愛
し
慕
い
少
し
も
離
れ

た
く
な
い
、　
一
刻
も
忘
れ
ら
れ
ぬ
恋
し
さ
を
生
ず
る
が
愛

楽
す
る
事
で
あ
る
。
即
ち
尊
崇
性
と
希
望
性
と
が
発
動
開

発
さ
れ
る
。
如
来
の
霊
徳
を
我
が
心
念
に
胎
す
こ
と
ゝ
な

る
即
分
身
如
来
を
請
じ
て
、
然
る
時
は
神
聖
正
義
等
の
心

を
発
動
す
る
様
に
な
る
。
親
が
非
常
に
宗
教
を
求
め
た
其

子
は
遺
伝
的
に
霊
枢
性
が
発
達
し
受
け
る
の
で
あ
る
。
信

仰
を
暫
く
骨
折
り
、　
一
生
懸
命
に
心
を
活
か
す
時
は
其
処

が
発
達
す
る
。
吾
人
の
筋
肉
は
使
用
す
る
処
が
発
達
す
る

如
く
、
念
仏
を
至
心
不
断
に
す
る
時
は
信
心
の
花
は
栄
え

開
く
こ
と
と
な
り
、
即
ち
其
の
分
が
発
達
し
て
後
に
は
其

処
を
使
用
せ
ね
ば
心
持
が
悪
い
様
に
な
る
。
一
家
に
主
人
、

一
国
に
王
、
天
に
日
あ
る
如
く
吾
人
の
心
宮
に
も
王
た
り

主
人
た
り
月
た
る
の
如
来
を
安
置
す
べ
き
な
り
。
宮
が
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あ

っ
て
も
神
が
な
け
れ
ば
形
ば
か
り
で
、
宮
の
こ
こ
ろ
な

く
本
堂
が
如
何
に
大
に
し
て
美
し
く
あ
る
と
も
如
来
様
が

な
け
れ
ば
何
に
も
な
ら
ぬ
如
く
、
吾
人
の
比
の
心
宮
に
如

来
を
勧
請
す
べ
き
で
あ
る
。

宇
宙
の
本
尊
、
本
堂
の
本
尊
、
心
中
の
本
尊
、
不

一
不

異
水
月
の
如
し
。

宇
宙
全
体
は
蓮
華
蔵
世
界
で
其
の
中
央
に
法
身
如
来
ま

し
ま
す
如
く
本
堂
も
ま
た
之
に
依

っ
て
本
尊
の
安
置
が
い

る
。
我
等
の
心
の
世
界
に
も
如
来
様
を
勧
請
し
て
安
置
す

る
浄
土
の
如
来
様
と
、
我
れ
今
勧
請
せ
る
心
宮
の
内
の
如

来
と
は
不

一
不
異
、
空
中
の
月
と
心
中
の
月
と
の
如
し
。

こ
の
本
尊
様
が
我
が
心
に
出
来
た
時
、
信
仰
が
出
来
た
の

で
あ
る
。
然
る
時
常
に
仏
と
常
住
三
味
で
是
れ
こ
そ
真
の

信
仰
で
、
我
が
信
仰
、
我
が
本
尊
如
来
た
る
こ
と
を
得
、

若
し
本
尊
を
寺
の
本
堂
や
家
の
仏
壇
に
置
く
の
で
は
信
仰

に
な

っ
て
お
ら
ぬ
。
自
分
の
如
来
で
は
な
い
。
釈
尊
入
滅

の
時
の
遺
教
経
の
お
示
し
の
如
く
、
其
の
心
中
の
如
来
常

住
に
し
て
汝
等
を
指
導
し
て
世
を
輝
く
日
月
の
如
し
、
我

世
に
住
す
る
と
異
な
け
れ
云
云
。
彼
の
開
眼
供
養
も
勧
請

も
同
じ
、
本
尊
も
開
眼
せ
ね
ば
駄
日
で
あ
る
。
即
ち
五
分

法
身
是
れ
な
り
。

関
西
の

一
婦
人
、
信
仰
を
出
来
ざ
る
を
愁
う
時
、
上
人

は
、
あ
な
た
は
本
尊
様
を
持
た
な
い
で
し
よ
う
、
招
待
し

て
居
な
い
で
し
よ
う
。
否
也
、
五
十
円
の
仏
壇
が
あ
る
く

ら
い
だ
か
ら
本
尊
様
も
あ
り
ま
す
、
と
。
そ
れ
は
其
処
の

あ
な
た
の
仏
壇
に
あ
る
の
で
、
あ
な
た
の
心
に
安
置
し
て

な
い
で
し
よ
う
。
仏
壇
は
手
本
で
あ
る
。
手
本
の
通
り
に

心
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
文
字
の
手
本
も
手
本
の
通
り
既

に
覚
え
て
初
め
て
活
用
す
る
事
が
出
来
る
。
手
本
に
書
い

て
あ
り
ま
す
か
ら
―
と
任
せ
て
は
何
に
も
な
ら
ぬ
。
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鎮
西
上
人
念
仏
に
は
念
仏
す
る
毎
に

一
度
見
参
を
す
る

と
云
わ
れ
た
通
り
に
念
々
に
仏
と
見
参
す
る
の
で
あ
る
か

ら
云
々
。
其
後
数
ヶ
月
の
後
、
上
人
の
許
に
来
る
う
ち
に

顔
色
が
変

っ
て
い
る
か
ら
、二貝
女
は
本
尊
様
が
出
来
た
じ
ゃ

な
い
で
す
か
云
云
。

昨
日
ま
で
鬼
の
住
み
に
し
胸
殿
も

今
日
弥
陀
尊
の
お
堂
と
こ
そ
な
れ

人
が
如
何
な
る
事
を
す
る
も
当
方
の
心
に
煩
悩
さ
え
無

け
れ
ば
怒
る
こ
と
も
腹
立
つ
こ
と
も
な
い
筈
で
あ
る
。
俗

に
疑
心
暗
鬼
を
生
ず
る
わ
け
で
あ
る
。
吾
人
の
胸
の
内
は

煩
悩
の
鬼
を
退
治
せ
ず
同
居
し
て
暮
ら
し
通
し
だ
か
ら
、

自
ら
苦
悶
し
て
鬼
と
共
に
地
獄
に
落
ち
る
の
で
あ
る
。

地
獄
と
は
鬼
の
住
み
け
る
国
な
れ
ば

鬼
と

一
緒
に
住
め
ば
地
獄
よ

清
き
心
で
念
仏
す
れ
ば
白
蓮
華
を
以
て
仏
を
供
養
す
る

の
で
あ
る
。
我
等
は
仮
り
の
本
堂
本
尊
様
に
供
養
す
る
の

に
キ
タ
ナ
イ
物
を
供
養
す
れ
ば
勿
体
な
く
罰
を
か
う
む
る

と
云
う
。
掃
除
が
届
か
ね
ば
済
ま
ぬ
と
思
う
の
に
我
れ
が

宮
の
本
尊
様
に
日
々
煩
悩
、
妄
念
、
不
清
浄
の
心
を
起
し

て
悪
食
を
供
養
す
る
事
は
未
だ
如
来
を
安
置
せ
る
心
な
き

故
で
あ
る
。
即
ち
信
仰
の
未
だ
し
の
実
証
で
あ
る
。
然
し

日
々
に
念
仏
す
れ
ば
清
浄
と
な
る
。
さ
す
れ
ば
、
日
々
の

仏
の
導
き
に
よ
り
日
暮
し
が
出
来
る
。
我
が
心
宮
に
安
置

し
招
待
す
る
は
如
来
は
我
が
も
の
、
即
ち
親
の
物
は
我
物

で
あ
る
か
ら
親
の
心
に
導
か
れ
て
生
き
ぬ
く
の
で
あ
る
即

ち
其
尊
き
導
師
と
な

っ
て
頂
く
の
で
あ
る
。

第
二
日
　
十
月
十
七
日
　
朝
席

念
仏
道
諦
七
科
三
十
七
道
品
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四
　
念
　
処
　
（七
科
の
第

一
身

ハ
ー
我
々
ハ
不
　
浄

清
浄
光

二
受

ハ
ー
我
々
ハ
苦
　
悩

歓
喜
光

三
心

ハ
ー
我
々
ハ
無
　
常

不
断
光

四
法

ハ
ー
我
々
ハ
無
　
知

智
慧
光

（真
理

智
見
）

衆
生
心

・身
垢
質
解
脱

宗
教
の
要

弥
陀
の
心
光
に
同
化

一

宗
教
の
能

宝
石
は
磨
か
ざ
れ
ば
光
を
成
さ
ず
。

こ五
根

浄
化

感
情

楽
化

意
思

善
化

知
力

啓
示

凡
夫
―

南
無

阿
弥

陀
佛

如
来
―

瓦
の
如
き
下
等
の

も
の
は
其
の
要
な
し
。
貴
金
石
の
み
益
々
磨
く
必
要
が
あ

る
。
人
間
も
高
等
動
物
程
磨
く
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

牛
馬
が
別
時
念
仏
も
出
来
ね
ば
、
行
じ
て
も
進
み
は
せ
ぬ

が
、
人
間
は
仏
智
見
を
開
発
す
る
様
に
な
る
。
道
に
従

っ

て
行
け
ば
、
村
、
国
、
其
道
に
従

っ
て
郡
役
所
又
は
県

庁
、
王
城
に
も
至
る
。
今
、
念
仏
も
其
の
道
諦
に
従

っ
て

行
け
ば
必
ず
念
仏
三
味
に
入
り
、
仏
智
見
を
生
ず
る
も
の

な
り
。
三
十
七
の
道
品
は
即
ち
念
仏
の
道
品
で
あ
る
。
之

に
よ

っ
て
弥
陀
宝
王
の
許
に
至
る
の
で
あ
る
。

一
、
身
　
人
の
身
体
は
如
何
に
美
し
く
と
も
洗
う
時
、
垢

が
出
る
如
く
、
吾
人
の
身
垢
は
洗
う
時
に
先
づ
身
に
五
根

の
垢
を
生
ず
。
先
天
的
の
垢
と
後
天
的
の
垢
と
あ
る
如
く
、

煙
草
や
酒
は
衛
生
上
有
害
で
あ
る
が
、
最
初
に
生
れ
た
時

は
、
必
要
な
か

っ
た
の
が
、
生
活
習
慣
に
よ
り
必
要
を
生

じ
て
垢
を
造
る
。
こ
れ
が
後
天
的
で
あ
る
。
先
天
的
と
は
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吾
人
は
本
来
磨
く
べ
き
仏
性
の
玉
を
持

っ
て
居
る
が
、

又
、
本
来
垢
を
つ
け
て
粕
を
以
て
生
れ
て
居
る
か
ら
之
を

洗
い
、
こ
れ
を
捨
て
ね
ば
な
ら
ぬ
。
不
浄
な
る
五
根
を
浄

化
す
る
時
は
、
清
浄
に
、
き
よ
ら
か
に
徹
透
し
て
如
来
の

清
浄
光
に
輝
く
の
で
あ
る
。
心
が
清
浄
光
に
浄
化
さ
る
ゝ

か
ら
五
根
が
奇
麗
と
な
る
。
禅
家
に
云
う
八
面
玲
瀧
の
処

で
あ
る
。

二
、
受
は
心
の
作
用
で
喜

。
怒

・
哀

。
楽
の
情
。

人
間
の
情
楽
は
、
生
れ
た
儘
は
粕
垢
を
持

っ
て
い
る
。

人
間
、
二
十
才
前
後
に
は
何
と
な
く
煩
悶
す
る
こ
と
が
あ

る
。
ま
た
人
間
は
取
越
苦
労
す
る
性
を
持

っ
て
い
る
。
こ

れ
が
生
れ
な
が
ら
の
四
苦
又
は
八
苦
の
苦
悩
を
持

っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
生
苦

（病
い
共
）
壊
苦

（楽
が
破
れ
る

時
、
酒
が
さ
め
る
時
）
歓
楽
極
ま

っ
て
悲
哀
を
生
ず
る
が

如
き
で
あ
る
。

心
中
に
本
来
苦
と
な
る
垢
が
あ
る
の
に
外
か
ら
、
金
や

衣
裳
ば
か
り
で
取
り
除
こ
う
と
す
る
か
ら
望
を
達
す
る
こ

と
が
出
来
な

い
の
で
あ
る
。
歓
喜
妙
楽
と
な
り
平
和
と

な

っ
て
来
る
歓
喜
光
の
力
で
楽
化
す
る
の
で
あ
る
。

三
、
心
　
無
常
は
消
極
的
に
言
い
現
わ
し
た
も
の
で
、
積

極
的
に
云
う
時
に
は
不
断
で
あ
る
。
人
間
の
心
は
常
住
の

活
動
、
不
断
に
進
転
活
動
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
る
に

人
間
が
自
分
の
心
を
当
て
に
し
て
い
る
時
は
、
自
分
は
常

に
転
ず
る
も
の
だ
か
ら
方
向
を
変
転
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

念
仏
を
し
て
い
て
も
、
何
時
の
間
に
か
外
の
事
を
思

っ
て

い
る
。
さ
れ
ば
自
分
の
心
の
信
心
だ
け
を
当
に
し
て
い
る

と
道
を
外
し
て
し
ま
う
。
即
ち
無
常
な
る
故
に
何
処
か
に

往
く
の
で
あ
る
。
故
に
如
来
は
不
断
不
変
の
故
に
如
来
を

基
と
し
て
心
を
如
来
の
不
断
光
に
洗
わ
せ
て
も
ら
い
、
如

来
を
当
に
し
て
置
く
と
方
向
を
誤
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
吾
人
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の
意
志
は
肉
慾
我
慾
よ
り
出
る
も
の
で
あ
る
か
ら
罪
悪
で

あ
る
。
だ
か
ら
仏
の
不
断
光
の
力
で
此
の
意
志
浮
弱
な
悪

心
を
善
化
さ
せ
て
も
ら
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て

仏
の
道
を
歩
か
せ
て
貰
う
の
で
あ
る
。

四
、
法
　
真
の
悟
を
得
た
る
も
の
。
即
ち
智
慧
で
あ
る
が

人
間
の
知
力
は
真
実
の
知
慧
で
は
な
い
。
さ
れ
ば
人
間
は

死
ね
ば
霊
魂
が
死
ぬ
と
云
い
不
死
と
も
云
う
が
、
共
に
断

常
の
二
見
に
堕
し
て
い
る
。
即
ち
我
見
よ
り
立

っ
て
物
を

判
断
分
別
す
る
か
ら
皆
が
標
準
、
出
発
点
を
誤

っ
て
い
る
。

先
づ
、
我
見
た
る
や
、
五
蘊
仮
和
合
の
法
の
上
に
我
を
立

て
る
故
に
我
見
を
無
く
し
て
、
初
め
て
仏
智
見
よ
り
顕
わ

れ
た
る
智
見
を
正
見
と
な
す
の
で
あ
る
。
南
無
阿
弥
陀
仏

と
念
じ
て
而
し
て
後
、
湧
い
て
来
る
智
慧
が
真
正
の
智
恵

で
あ
る
。
凡
夫
が
自
ら
悟

っ
た
気
で
成

っ
た
仏
は
、
先
き

に
悟

っ
た
よ
う
で
も
、
逆
境
に
遇
う
時
は
忽
に
し
て
光
の

悟
り
は
逃
げ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
念
仏
だ
け
を
申
し
て

お
れ
ば
自
然
と
仏
智
見
を
開
く
の
で
、
何
も
学
を
知
ら
ぬ

で
も

一
心
に
念
仏
す
る
時
に
真
に
悟

っ
た
人
と
同
等
の
悟

り
を
開
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
徳
本
行
者
の
如
き
然

り
で
、
是
の
よ
う
に
し
て
念
仏
の
道
を
辿
れ
ば
、
必
ず
仏

智
見
を
開
き
真
理
契
合
す
れ
ば
無
我
と
な
り
、
弥
陀
の
光

明
界
に
生
活
し
て
無
我
の
境
と
な
る
の
で
あ
る
。

米
の
生
育
は
大
部
分
の
九
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
は
太
陽
の

力
で
、
あ
と
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
人
の
力
で
あ
る
。

太
陽
に
向

っ
て
、

○
暗
く
て
困
る
か
ら
明
る
く
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
ぬ

―
南
無
阿
弥
陀
仏
。

○
寒
く
て
困
る
か
ら
暖
か
に
し
て
貰
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
か

ら
―
南
無
阿
弥
陀
仏
。

○
米
を
育
て
ゝ
下
さ
ら
ね
ば
困
る
―
南
無
阿
弥
陀
仏
。
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同
じ
太
陽
に
向

っ
て
も
求
め
方
は
色
々
と
変
る
が
道
程

た
る
こ
と
は
変
ら
ぬ
。
米
の
草
で
も
、
芽
生

ｏ
少
し
大
き

く
な
る
時

・
秋
の
稔

。
と
姿
形
は
変

っ
て
い
る
が
米
の
草

で
あ
る
こ
と
は
同

一
で
あ

っ
て
、
即
ち

一
の
道
程
で
あ
る

か
ら
進
み
方
の
差
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
四
念
処
も
三
十
七

ケ
道
品
も
同
じ
で
あ
る
。

念
仏
に
変
り
は
な
い
が
其
の
道
程
た
る
こ
と
は
同

一
で

あ

っ
て
其
の
間
の
階
段
が
あ
る
の
で
あ
る
。
念
仏
も

一
心

専
念
で
あ
る
け
れ
ど
も
別

（わ
く
）
れ
ば
、
清
浄
光
仏
、

歓
喜
光
仏
、智
慧
光
仏
と
な
る
。
（感
情

・
意
志

・
智
慧
の

三
と
な
る
）

信
機
　
不
浄

。
苦
悩

・
無
常

・
無
知
と
信
ず
。

信
法
　
清
浄
光

ｏ
歓
喜
光

・
不
断
光

・
智
慧
光
を
信
ず
。

真
実
な
り
と
信
忍
す
る
。
次
に
念
ず
る
。
信
は
認
め
、
念

は
実
地
に
念
じ
て
解
信
す
る
の
で
あ
る
。

一
し
た
る
、

人
格
の
弥
陀

人
の
信
念

聖
種
子

（信
念
の
素
養
の
要
素
）

星 我 大 よ 実 人 冠
隠 を 欲 り は 間 註 名 主 客 念

1等 督彙象省
V号 体体鳥

光明生活｛

暗
黒
生
活

敵 憎 慈 仁 心 如 ば る ら 分
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第
二
日
　
十
月
十
七
日
　
昼
席

念
仏
道
諦
七
科
三
十
七
道
品

四
如
意
　
又
は
　
四
神
足
　
（七
科
の
第
二
）

欲
　
　
　
欲
望

欣

　

　

楽

心
　
　
　
一
心

慧
　
　
　
巧
慧

吾
人
の
精
神
な
る
玉
は
磨
く
要
あ
り
。
其
の
垢
を
洗
い

除
く
べ
く
出
来
て
い
る
云
々
―
。
之
が
宗
教
の
要
素
で
あ

る
。
精
神
の
奥
に
は
人
格
の
極
底
、
尊
体
た
る
霊
格
が
あ

る
。
之
を
現
わ
す
べ
き
で
あ
る
。

由
来
、
宗
教
は
感
情
を
元
と
す
れ
ど
も
、
そ
れ
は
偏
狭

に
し
て
完
全
を
欠
ぐ
。
或
る
宗
教
は
悟
り
に
偏
す
る
し
、

或
は
有
難
し
と
思
う
ば
か
り
、
又
或
は
、
道
徳
を
以
て
宗

教
と
す
る
あ
り
、
皆

一
方
に
偏
す
る
は
完
全
な
る
宗
教
に

あ
ら
ず
、
三
方
面
均
等
に
発
達
す
る
を
始
め
て
真
の
完
全

な
る
宗
教
と
な
す
。

而
ら
ば
如
何
に
進
み
行
く
や
と
云
う
に
、
四
念
処
の
法

に
よ
る
。
し
か
も
其
の
四
念
処
に
統

一
せ
ら
れ
た
る
方
は

客
体
な
る
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
。

吾
人
の
信
仰
の
対
象
た
る
人
格
な
る
弥
陀
に
依
り
て
清

浄
光
、
歓
喜
光
、
智
慧
光
、
不
断
光
の
光
は
皆
、
如
来
が

持

っ
て
お
ら
れ
る
。
吾
人
が
之
を
信
じ
、
之
を
心
に
受
く

る
の
が
人
の
信
念
で
之
に
よ
り
吾
人
の
心
を
統

一
し
て
し

士ナ
リ
。

念
仏
し
て

一
心

一
向
に
念
ず
る
時
、
精
神
は
不
断
、
清

浄
等
の
四
念
も

一
念
に
統

一
さ
れ
る
。
之
を
分
析
す
れ
ば

四
念
処
と
な
る
。
吾
人
の
滋
養
品
を
食
べ
て
、
何
故
に
吾

人
に
滋
養
と
な
る
や
と
い
う
に
は
之
を
分
析
せ
ね
ば
わ
か
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ら
ぬ
。
然
し
之
が
活
動
す
る
に
は
、
統

一
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

今
、
如
来
の
四
念
処
も
分
析
し
て
其
効
の
理
由
を
知
る

と
も
、
実
際
活
動
せ
し
む
る
に
は
四
念
を
統

一
し
て

一
心

一
向
に
念
仏
す
る
処
に
活
力
を
生
ず
。
吾
人
の
五
感
は

別
々
に
働
か
す
日
も
鼻
も
日
も

一
致
し
て
人
間
の
作
用
を

な
す
が
如
し
、
さ
れ
ば
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の

一
体
に
帰
依

信
仰
す
。
然
る
に
始
め
は
仏
は
欣
慕
す
る
様
に
な
ら
ぬ
か

ら
之
を
起
さ
し
む
る
素
養
を
要
す
。
其
の
要
素
を
四
神
足

と
云
う
。

一
、
慾
　
と
は
如
来
に
対
し
て

一
心
に
欲
望
を
生
ず
。
人

も
然
り
、
欲
な
く
ば
車
は
牽
か
ぬ
。
金
が
欲
し
い
か
ら

苦
ん
で
車
を
牽
く
。
唯
、
欲
に
浅
深
、
大
小
、
高
低
が

あ
る
だ
け
、
小
供
の
欲
や
猫
犬
の
欲
は
低
く
、
人
間
も

成
長
す
る
に
従

っ
て
欲
も
進
ん
で
来
る
。
動
物
欲
よ
り

知
識
欲
を
生
ず
。
知
識
欲
の
生
ぜ
ざ
る
も
の
に
は
法
を

説
き
教
育
を
な
す
も
無
駄
で
あ
る
。

カ
イ
ゼ
ル
は
国
民
を
犠
牲
と
し
て
国
を
欲
し
、
釈
迦
は

国
を
捨
て
、
精
神
的
国
王
と
な
る
。
広
大
な
る
欲
望
を

有
せ
ら
る
ゝ
の
で
あ
る
。
吾
人
も
説
教
に
よ
り
宗
教
欲

を
生
ず
。
宗
祖
釈
尊
等
皆
し
か
り
。
宗
祖
も
始
め
は
知

識
欲
に
よ
り
悟
道
に
入
ら
ん
と
し
て
能
わ
ず
、
弥
陀
の

信
仰
を
以
て
、
初
め
て
其
望
み
を
起
し
其
望
み
を
達
し

玉
う
た
の
で
あ
る
。

二
、
欣
　
欣
求
　
感
情
的
に
何
と
な
く
甘

（う
ま
）
味
を

生
じ
願
楽

（ぎ
よ
う
）
の
心
を
生
ず
る
。
如
来
は
麗
わ

し
い
円
満
な
る
人
。
慕
わ
し
く
懐
し
く
恋
し
い
人
で
あ

る
と
思
う
。
経
中
に
弥
陀
の
相
好
を
讃
嘆
す
る
を
見
れ

ば
、
其
の
人
を
思
い
た
く
ま
た
会
い
た
く
な
る
。　
一
切

の
諸
仏
も
力
を
尽
し
て
弥
陀
を
讃
嘆
せ
ら
れ
た
り
。
吾

人
が
人
を
賞
む
る
時
は
、
其
人
を
偉
い
人
と
思
い
会
い
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度
く
思
う
よ
う
に
な
る
。

さ
れ
ば
、
人
を
し
て
欣
慕
せ
し
む
る
の
教
門
は
且

（し

ば
ら
く
）
浅
近

（せ
ん
ご
ん
）
な
る
に
似
た
れ
ど
も
自

然
悟
道
の
密
意
は
極
め
て
是
れ
深
奥
な
り
。
と
宗
祖
は

申
さ
れ
た
、
情
の
糸
を
以
て
衆
生
の
心
を
弥
陀
に
繋
ぐ

の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
常
に
讃
嘆
し
て
、
あ
る
は
慕
う
心

を
生
ぜ
し
む
る
た
め
で
あ
る
。

三
、
心
　
一
心
、
二
兎
を
追
う
も
の
は

一
兎
を
得
ず
―
だ

か
ら

一
心

一
向
に
す
る
。
さ
す
れ
ば
事
と
し
て
弁
ぜ
ず

と
云
う
こ
と
な
し
。
念
仏
に
よ
り
救
わ
る
ゝ
外
、
他
に

途
な
し
と

一
向
に
信
ず
る
之
を
実
際
に
や

っ
て
い
る
と

益
々
心
が
増
進
す
る
、　
一
心
の
強
く
な
る
と
き
知
慧
は

な
く
と
も
成
功
す
る
。

四
、
慧
　
巧
慧
　
人
間
の
心
は
志
す
方
に
知
恵
づ
く
も
の

で
あ
る
。
吾
人
が

一
心
に
如
来
を
信
仰
し
て
念
じ
て
お

る
と
、
自
ら
如
来
に
会
い
如
来
を
増
々
愛
慕
す
る
心
に

巧
な
る
工
夫
を
生
ず
る
事
が
出
来
る
。

兆
殿
司
和
尚
が
小
僧
の
時
、
涙
を
以
て
不
動

（明
王
）

を
画
く
が
如
き
、
之
は
天
性
に
画
の
知
慧
に
秀
い
で
た

る
も
、
外
の
事
は
下
手
で
あ
る
。
自
分
の
常
に
念
ず
る

処
に
は
巧
慧
を
生
ず
。
阿
波
の
介
は
数
珠
を
作
る
が
如

き
、
さ
れ
ば

一
心
に
念
仏
し
て
信
仰
進
む
に
従

っ
て
信

心
の
芽
ば
え
を
生
ず
。
弥
陀
の
法
乳
を
常
に
ふ
く
み
あ

る
時
は
心
眼
が
開
け
て
来
る
。
四
神
足
と
は
こ
の
念
仏

の
教
を
能
く
聞
い
て
お
る
と
別
行
念
仏
に
お
い
て
も
念

仏
神
足
と
な
り
て
速
に
進
む
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
。

人
間
が
生
長
す
る
に
最
初
は
親
の
乳
の
力
に
よ
ら
ざ
れ

ば
養
う
事
能
わ
ず
、
そ
も
ノ
＼
天
地
宇
宙
の
中
に
、
万
物

み
な
如
来
の
説
法
の
恵
な
れ
ど
も
直
接
に
自
ら
之
を
味
い

我
が
滋
養
と
す
る
事
が
出
来
ぬ
か
ら
、
弥
陀
仏
の
本
願
の
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乳
に
よ
り
て
育
て
ゝ
貰
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
信
仰
が
出
来
て

来
れ
ば
小
供
三

ｏ
四
才
ま
で
に
堅
き
米
飯
を
喰
う
こ
と
を

得
て
人
間
と
な
る
事
を
得
る
如
く
、
自
ら
信
仰
生
活
は
独

立
し
得
る
こ
と
ゝ
な
る
。

真
言
で
は
弘
法
大
師
を
信
ず
る
こ
と
は
大
師
心
中
の
内

容
の
花
を
見
念
す
べ
き
な
り
。
空
海
の
心
の
奥
に
咲
く
花

は
弥
陀
よ
り
外
に
知
る
人
ぞ
な
き
―
と
云
わ
れ
る
は
、
空

海
の
入
定
の
時
は
妙
観
察
智
の
弥
陀
如
来
を
念
じ
て
生
る
ゝ

の
で
あ
る
。
金
庫
は
中
の
金
が
必
要
で
、
入
れ
物
た
る
大

師
は
必
要
で
は
な
い
。
身
体
は
価
値
は
な
く
、
其
の
内
容

的
要
素
が
、
之
が
倣
う
べ
く
信
ず
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

念
仏
中
に
も
金
銀
銅
鉄
の
差
別
あ
り
。
金
の
念
仏
は
最
初

の
程
は
滅
多
に
出
な
く
時
々
に
出
る
。
さ
れ
ば

一
向
に
相

続
修
養
を
積
む
内
に
次
第
に

一
心
の
念
仏
を
相
続
す
る
に

至
る
。

念
仏
は

一
人
の
心
で
は
な
い
二
人
の
心
で
あ
る
。
如
来

と
我
と
二
人
の
心
を
念
仏
と
す
。
炭
俵
の
中
の
炭
は
黒
き

炭
で
あ
る
が
火
鉢
に
あ
る
時
は
火
と
共
に
な
れ
ば
赤
く
な

る
。
赤
く
な
れ
ば
湯
を
沸
か
す
よ
う
に
な
る
。
炭
と
火
と

一
所
に
な

っ
た
か
ら
活
き
働
き
を
得
る
。
吾
人
の
煩
悩
妄

念
の
炭
も
、
如
来
の
火
が
着
く
と
何
と
な
く
有
難
く
暖
く

燃
え
て
来
る
。
之
が
念
仏
心
で
あ
る
。
如
来
と

一
処
に
吾

が
心
が
な
る
か
ら
生
き
活
ら
い
て
来
る
の
で
あ
る
。
而
し

て
火
の
つ
く
に
炭
の
中
に
火
を

一
個
置
い
て
風
を
与
う
る

時
炭
に
火
は
燃
え
つ
く
。
団
扇
で
あ
お
ぐ
と
燃
え
た

つ
。

今
別
時
に
も
如
来
の
火
を
吾
人
の
煩
悩
の
炭
に
念
仏
の
団

扇
を
以
て
あ
お
ぎ

つ
く
る
の
で
あ
る
。
燃
え
つ
い
て
も
無

意
味
に
燃
や
し
て
も
駄
日
で
あ
る
。
小
供
に
命
じ
て
火
を

あ
お
げ
と
云

っ
た
処
で
、
火
が
既
に
消
え
て
い
る
の
に
小

供
は
依
然
と
あ
お
い
で
い
る
。
そ
れ
で
は
何
時
迄
も
扇
い
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で
も
駄
日
で
あ
る
。
如
来
の
火
を
消
さ
ず
燃
え
立
つ
よ
う

に
扇
が
ね
ば
駄
日
で
あ
る
云
云
。
如
来
の
火
は
衆
生
の
煩

悩
の
炭
な
く
ば
火
の
燃
ゆ
る
事
は
出
来
ぬ
。
如
来
の
慈
光

は
煩
悩
の
暗
あ
る
故
に
顕
現
し
て
作
用
あ
り
。
こ
の
火
を

燃
し
つ
く
る
に
、
巧
慧
あ
る
人
は
上
手
に
燃
し
つ
け
る
。

下
手
な
人
は
消
し
て
し
ま
う
。
欲
、
欣
の
間
は
尚
炭
が
し

め

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
日
　
十
月
十
八
日
　
朝

念
仏
道
諦
七
科
三
十
七
道
品
　
（第

一
席
）

四
　
正
　
勤
　
（七
科
の
第
一こ

一　

未
生
善
令
生
　
　
仏
性

（開
発
―
形
式
）

一
一　
未
生
悪
令
不
生

〓
一　
已
生
善
令
増
　
煩
悩

四
　
已
生
悪
令
断

如
来
の
手
引
き
に
預
り
如
来
指
導
の
下
に
如
来
の
光
中

に
入
り
、
真

ｏ
善

・
美
の
極
楽
に
到
達
す
る
即
ち
心
が
浄

土
に
生
る
ゝ
如
来
心
中
に
入
り
、
乃
ち
如
来
の
お
思
召
に

契
わ
ざ
る
心
を
取
り
除
き
、
契
う
心
の
み
を
増
上
し
て
も

ら
う
が

（娑
婆
は
凡
夫
の
心
が
感
じ
た
世
界
は
此
界
で
あ

る
）
浄
土
は
即
ち
仏
智
の
顕
現
で
あ
る
。
吾
人
は
今
の
ま
ゝ

の
心
で
は
十
万
億
土
に
往

っ
て
も
、
即
ち
現
在
業
感
の
心

だ
け
な
れ
ば
極
楽
に
往
く
事
は
出
来
ぬ
が
、
高
徳
円
満
の

如
来
の
力
に
依
り
意
を

一
心
に
進
め
て
も
ら
え
ば
、
身
は

娑
婆
に
あ
る
も
心
は

一
分

一
分
浄
土
に
生
ま
る
即
ち
如
来

に
慈
育
し
て
戴
く
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
如
何
に
す
れ
ば
如

来
の
子
供
と
な
る
か
、
如
来
の
心
が
育

つ
か
と
云
う
こ
と

霊 解
化 脱
| |
実 内
質 容
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に
つ
い
て
四
正
勤

（し
よ
う
ご
ん
）
が
あ
る
。
其
の
心
得

や
方
法
を
誤
れ
ば
無
益
と
な
る
。
米
を
蒔
か
ず
し
て
如
何

に
肥
料
し
て
も
草
の
み
を
生
ず
。
さ
れ
ば
米
に
成
る
も
の

を
育
て
ゝ
雑
草
を
取
除
い
て
い
く
の
が
四
正
勤
で
あ
る
。

如
来
よ
り
見
れ
ば
吾
人
は
如
何
に
考
え
て
も
仏
と
成
る

事
は
能
わ
ぬ
。
如
来
よ
り
仏
に
成
る
種
を
蒔
い
て
貰
ら
う

の
で
あ
る
。
我
見
我
愛
の
心
を
如
何
に
増
上
す
る
も
、
前

身
と
同
じ
煩
悩
の
苦
果
を
招
く
の
み
で
あ
る
。
之
を
如
来

よ
り
取
除
い
て
戴
く
而
も
如
来
の
種
子
の
お
育
て
を
戴
く
、

只
如
来
を

一
心
に
念
じ
て
如
来
よ
り
引
出
し
て
貰
う

（即

ち
引
出
し
の
仏
性
）
、
悪
縁
悪
境
に
あ
れ
ば
之
と
反
対
に
地

獄
、
餓
鬼
の
心
が
引
出
さ
れ
て
共
に
熟
果
を
受
く
。
稗

（ヒ

エ
）
と
米
と
は
早
く
よ
り
分
け
て
米
の
み
を
育

つ
べ
き
な

り
。
幼
少
の
時
は
判
別
出
来
難
い
、
稗
を
育
て
ゝ
も
米
と

は
成
ら
ぬ
云
云
。

人
間
は
法
身
よ
り
受
け
し
先
天
的
仏
性
を
有
す
。
然
れ

ど
も
之
を
開
発
せ
ざ
れ
ば
其
の
用
果
を
な
さ
ず
、
故
に
教

を
聞
き
念
仏
し
て
吾
が
本
心
の
仏
性
が
開
け
る
、
然
る
時

は
善
悪
分
別
の
了
智
を
生
ず
。
人
欲
―
肉
体
の
欲

（生
理

衝
動
、
活
き
度
い
と
い
う
心
）
あ
る
が
故
に
何
れ
を
食
い

と
る
か
、
又

一
方
に
は
自
分
よ
り
強
い
も
の
が
居
れ
ば
そ

れ
に
食
わ
れ
ま
い
と
し
て
い
る
が
、
動
物
も
人
間
も
同
様

で
あ
る
。
人
間
も
生
き
る
た
め
に
衣
食
住
が
入
用
、
ま
た

自
分
を
防
衛
す
る
の
に
弓
矢
鉄
砲
の
用
意
を
す
る
、
然
る

時
、
敵
よ
り
弱
い
時
は
恐
怖
を
抱
く
。
然
る
に
比
の
煩
悩

を
美
化
し
解
脱
す
る
、
煩
悩
を
其
儘
に
霊
化
す
る
の
が
大

乗
仏
教

（小
乗
教
は
こ
れ
を
断
滅
す
る
）
で
あ
る
。
柿
の

甘
味
、
渋
味
深
さ
程
甘
く
な
る
、
煩
悩
の
あ
る
程
能
々
甘

く
な
る
、
大
欲
の
煩
悩
は
霊
化
さ
れ
、　
一
切
衆
生
を
助
け

度
い
と
云
う
大
欲
に
霊
化
す
、
四
弘
誓
願
の
如
き
大
欲
心

-15-



を
生
ず
、
仏
に
成
り
た
い
欲
を
生
ず
、
か
く
の
如
き
実
質

を
生
ず
。
内
容
の
実
質
充
実
す
る
即
ち
栗
の
中
実
が
熟
す

れ
ば
自
ら
イ
ガ
を
破

っ
て
出
る
。
而
る
時
は
煩
悩
の
イ
ガ

を
解
脱
し
て
し
ま
う
。
念
仏
を
至
心
不
断
に
し
て
い
る
と

煩
悩
の
イ
ガ
は
自
ら
起
こ
ら
ぬ
様
に
な
る
、
煩
悩
は
仏
に

な
れ
ば
い
ら
ぬ
、
如
来
の
光
に
中
実
成
熟
す
れ
ば
、
外
の

煩
悩
の
イ
ガ
は
不
用
で
あ
る
か
ら
脱
け
出
る
の
で
あ
る
。

未
生
の
悪
は
令
不
生
は
煩
悩
の
草
を
生

（は
や
）
さ
せ

ぬ
を
云
う
。
然
る
に
又

一
方
で
は
此
の
煩
悩
の
草
を
米

（稲
）
の
根
に
伏
せ
て
お
け
ば
却
て
こ
れ
が
肥
料
と
な
る

が
如
く
、
我
等
が
心
に
煩
悩
が
あ
る
の
は
肥
料
に
な
る
如

く
、
其
の
心
は
仏
と
成
る
迄
の
肥
料

（か
て
）
と
な
る
の

で
、
実
の
如
来
の
お
思
召
は
不
思
議
な
る
計
ら
い
で
あ

る
。
天
地
間

一
つ
と
し
て
無
駄
な
き
も
の
は
与
え
ら
れ
て

は
お
ら
ぬ
、
草
の
為
め
に
米
は
益
々
肥
料
を
得
て
成
長
す

る
が
如
き
で
あ
る
。

吾
人
が
如
来
を
疑
う
の
は
、
如
来
と
我
と
の
中
間
に
隙

間
が
あ
る
か
ら
煩
悩
の
悪
魔
は
そ
の
中
を
隔
つ
る
の
で
あ

る
。
人
間
―
友
人
と
互
に
相
往
来
し
て
親
し
き
時
は
他
人

が
中
傷
し
て
も
耳
を
か
さ
ぬ
が
暫
く
遠
ざ
か
り
お
る
時
、

他
人
が
其
の
中
間
に
中
傷
す
る
時
は
疑
い
生
じ
他
を
怒
り

又
怨
む
こ
と
ゝ
な
る
が
如
し
。
我
等
は
如
来
と
常
に
接
近

す
べ
き
な
り
。
（親
縁

。
近
縁

・
増
上
縁
の
処
）

第
二
日
　
大
正
八
年
十
月
十
八
日
　
朝

念
仏
道
諦
七
科
三
十
七
道
品
　
（第
二
席
）

四
　
正
　
一勤

一　

未
生
善
令
生
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一
一　
未

〓
一　
已

四
　
已

仏
性

煩
悩

自
我

善
悪
の
標
準
は
何
よ
り
来
る
か
と
云
う
に
、
儒
教
は
道
心

（善
）
私
欲
人
欲

（悪
）
と
云
う
て
い
る
。
吾
人
の
心
に

四
つ
の
悪
が
あ
る

（染
汚
）
。
（苦
）
ｏ
笙
（智
）
。
（罪
悪
）
。

人
間
に
心
が
な
け
れ
ば
悪
は
な
い
。
心
が
あ
る
か
ら
悪
が

あ
る
。
そ
の
悪
は
以
上
の
四
つ
を
以
て
代
表
し
て
い
る
。

如
来
は
万
善
万
徳
総
持
の
人
格
で
あ
る
。
清
浄

・
歓
喜

。
知
慧

・
不
断

（正
善
）
で
あ
る
。
即
ち
如
来
は

一
切
善

来 め の に 仏 要 種 ^の 玉 父 三 と す 子 母
父 う 在 徳 な

°
を

V
を と し あ る も 蒔
信 知 ま り 心 と い
ず る す 右 を よ た
る が こ 図 育 り な
時 故 と の て 種 ら
は に を 如 下 子 ば
神 小 信 し さ は

｀

聖 供 じ °
る 実 花

正 は  ｀
信 の る 開

義 腕 厳 仰 は ま き
を 自 然 の 如 で 実
勤 を と 目 来 そ 稔
め 控 し が で の の

生 生 生
悪 善 悪

を  生 太 る
表   ず 陽  °

す   ゛
に 我

る   光 背 等
三   明 け は
徳   中 ば 常

に  常  に
悪 に 太
魔 暗 陽
来 黒 に
ら な 向
ず り え
生  °

ば
ぜ 暗 常
ず 黒 に
で 裡 光

自
力  _V霊

解 開 令 令 令
一 化 脱 発 断 増 不
切 | | 1   生
悪 実 内 形
の 質 容 式
首
領

え て 開 あ 性 る 吾 あ に 明 の
る 父 く る 分 迄 人 恩 正 神 弥 る 凡 な 代°

は 時 が を は は 寵 義 聖 陀
°

て れ 表
吾 之 は

｀
有 勤 信 I Vの  の ど 者

人 を 如 そ す め 心 慈 実 智 万  魔 も で
如 誡 来 れ

°
を の 悲 行 慧 徳  を

｀
あ

（父
）
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る
。
父
は
目
の
如
し
、
さ
れ
ば
遠
慮
あ
り
て
之
を
誡
む
。

母
は
慈
悲
の
故
に
愛
育
す
。
然
し
厳
な
る
の
み
に
て
愛
な

け
れ
ば
窮
屈
で
あ
り
、
故
に
母
の
如
き
慈
悲
が
懐
し
く
な

る
。
か
ゝ
る
親
の
心
に
契
う
て
育

っ
て
行
く
姿
が
四
正
勤

と
な
る
。
之
に
背
き
父
母
の
意
に
契
わ
ざ
る
行
為
が
増
上

す
れ
ば
仏
と
な
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。

０
神
聖
　
道
徳
秩
序
の
本
源

②
正
義
　
心
理
不
可
侵

法
爾
の
徳
相

天
の
星
が
天
系
の
軌
道
に
背
か
ず
運
行
し
つ
ゝ
あ
る
如
く
、

吾
人
の
行
為
に
宇
宙
間
の
法
爾
真
理
の
基
準
に
順
ず
べ
き

道
が
あ
る
。
国
道
を
往
け
ば
必
ず
帝
都
に
着
く
が
如
し
。

火
は
焼
き
水
は
低
き
に
つ
く
が
如
く
、
耳
は
聞
き
鼻
は
嗅

ぎ
眼
は
見
る
、
こ
れ
天
然
自
然
の
規
則
で
あ
る
。
人
間
の

定
め
な
ど
は
時
と
処
に
於
い
て
変
わ
り
、
ま
た
人
間
に
よ
っ

て
変
わ
る
も
の
で
あ
る
。
天
皇
は
神
聖
に
し
て
侵
す
べ
か

ら
ず
と
云
う
の
も
あ
て
に
な
ら
ず
、
過
激
派
発
す
る
こ
と

あ
る
が
如
き
で
あ
る
。
斯
の
神
聖
な
る
天
地
自
然
の
道
が

道
徳
の
本
源
で
あ
る
。
即
ち
如
来
は
宇
宙
道
徳
の
太
陽
で

あ
る
。
之
を
見
る
眼
の
開
か
ず
ば
其
の
偉
大
な
る
陽
を
見

る
こ
と
能
わ
ず
。
さ
れ
ば
之
を
見
る
も
の
が
正
見

（正
知

見
）
で
あ
る
。
（儒
教
等
は
こ
れ
を
良
心
又
は
良
智
と
云
う
）。

自
分
の
都
合
が
善
い
か
ら
と
云
っ
て
も
道
徳
の
標
準
と
は

な
ら
ぬ
。
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提

（あ
の
く
た
ら
さ
ん
み

や
く
さ
ん
ぼ
だ
い
）
に
至
る
の
が
本
、
全
宇
宙
の
大
道
を

行
く
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
、
こ
の
道
を
照
す
も
の
は
如
来

の
光
明
で
あ
る
。

第
二
日
　
大
正
八
年
十
月
十
八
日
　
朝
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念
仏
道
諦
七
科
三
十
七
道
品
　
（第
二
席
）

子
供
の
幼
稚
な
る
時
は
道
を
歩
い
て
も
危
険
を
承
知
し

な
い
が
、
信
仰
の
目
が
見
え
て
正
見
と
な
る
時
、
そ
の
危

険
な
る
こ
と
を
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
然
る

に
凡
そ
智
慧
に
は
認
識
の
智
慧
と
実
行
の
智
慧
が
あ
る
。

如
来
神
聖
の
智
慧
は
道
徳
を
照
す
智
慧
又
は
正
見
で
あ
る
。

正
義
は
実
行
の
足
で
あ
る
。
即
ち
遠
慮
な
く
破

っ
て

益
々
進
ん
で
行
く
の
で
あ
る
。
仏
法
に
八
正
道
と
云
う
言

葉
が
あ
る
。
仏
法
は
凡
て
正
義
で
あ
る
。
戒
行
は
仏
の
通

り
に
す
れ
ば
正
義
。
之
を
違
え
ば
邪
で
あ
る
。
仏
に
進
む

の
は
凡
て
正
義
で
あ
る
。
神
聖
の
光
明
に
よ

っ
て
正
見
の

知
を
生
じ
、
正
に
進
み
邪
悪
を
捨

つ
る
こ
と
が
出
来
る
。

如
来
の
極
楽
は
二
百

一
十
億
土
の
所
に
有
り
、
不
正
と
悪

な
る
粗
末
な
も
の
を
捨
て
、
す
べ
て
正
義
を
取
り
給
う
。

如
来
は
何
処
ま
で
も
捨
悪
摂
善
で
あ
る
か
ら
極
楽
清
浄

界
で
あ
る
。
正
義
界
で
あ
る
。
清
濁
併
せ
呑
む
の
で
は
な

い
、
極
楽
ば
か
り
を
取
り
、
我
々
衆
生
の
心
を
も
撰
択
し

給
う
て
今
現
に
実
行
し
給
い
つ
ゝ
あ
る
。
本
願
第
十
八
の

三
心
不
具
の
者
は
、
常
に
如
来
よ
り
振
る
い
落
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
が
撰
択
本
願
で
あ
る
。
如
来
の
ふ
る
い
は
常
々

我
等
の
心
を
唐
箕
で
ふ
る
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
す

る
に
神
聖
な
る
眼
を
開
き
、
正
義
の
道
を
踏
み
行
く
も
の

は
如
来
の
道
、
正
義
の
路
で
あ
る
。

恩
寵
は
前
述
の
如
く
に
云

へ
ば
非
常
に
厳
粛
に
し
て
む

つ
か
し
い
よ
う
で
あ
る
。
凡
そ
人
間
が
育
て
ら
る
ゝ
に
は

母
に
先
づ
育
て
ら
れ
而
し
て
後
に
父
に
育
て
ら
る
ゝ
の
で

あ
る
。
恩
寵
は
母
の
徳
な
る
故
に
先
づ
先
と
な
る
。
即
ち

清
浄
、
歓
喜
、
智
慧
、
不
断
の
光
に
育
て
ら
れ
た
こ
と
、

何
づ
れ
も
知
ら
ぬ
者
が
、
只

一
心
に
如
来
に
帰
命
し
て
唯
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頼
る
が
如
く
に
信
じ
て
念
仏
す
る
時
、
自
然
と
如
来
の
慈

母
に
育
て
ら
れ
て
目
が
開
い
て
来
る
。
而
し
て
目
が
見
え

て
来
れ
ば
智
慧
眼
を
開
か
れ
て
父
の
育
て
に
預
る
こ
と
に

な
る
。
如
来
と
衆
生
と
の
育
ち
方
は
人
間
の
そ
れ
と
同
じ

で
あ
る
。
母
の
育
て
に
預
り
自
然
と
正
見
に
至
る
。
正
見

の
眼
開
く
故
に
倒
れ
る
事
が
な
い
様
に
な
り
、
自
ら
如
来

の
大
道
を
安
然
と
し
て
行
く
、遂
に
正
義
は
解
脱
と
な
る
。

斯
く
如
く
し
て
衆
生
よ
り
仏
覚
迄
に
四
正
勤
を
修
し
進
む

の
で
あ
る
。

第
二
日
　
大
正
八
年
十
月
十
八
日
　
午
後

念
仏
道
諦
七
科
三
十
七
道
品
　
（第
四
席
）

五
根
と
五
カ
　
（七
科
の
第
四
）

一　

信
根

一
一　
精
進

〓
一　
念
根

四
　
定
根

五
　
慧
根

滅
諦
の
三
階

一　

喚
起
位
―
資
　
糧
　
位
　
　
五
正
行

（下
種
）

一
一　
開
発
位
〈
『

行
動

‐ ―
脚

・十
七
覚
支

（華
）

体現位〈〕学］―‐脚
）十八正道
（結実）人格

と「摯〕〔】̈
［一」】。も」剛・序は］。道村（蹴・ぅ」

向け〕導］［融れ宅』『い道．ぁ̈
どに̈
〔「けれ̈
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と
し
て
心
の
向
き
様
に
三
善
道

ｏ
三
悪
道
が
あ
る
。
各
々

自
ら
の
業
を
積
ん
で
其
の
果
に
達
す
る
の
で
あ
る
。
業
に

依

っ
て
進
ん
で
行

っ
た
処
を
道
と
云
う
。
こ
れ
に
心
の
芽

生
え
、
花
の
咲
く
時
、
実
を
結
ぶ
時
と
順
次
に
進
ん
で
行

く
の
で
あ
る
。

世
間
の
人
は
地
獄
を
知
ら
ぬ
か
ら
、
そ
ん
な
処

へ
は
往

か
ぬ
と
云
う
が
、
自
ら
三
悪
道
の
業
を
な
せ
ば
其
の
業
に

引
か
れ
て
地
獄
等
の
処
に
必
ず
往
く
の
で
あ
る
。
が
、
今

日
犯
し
て
直
に
往
く
の
で
は
な
い
。
次
第
に
業
の
種
が
芽

生
え
て
、
花
が
咲
き
、
そ
し
て
、
熟
果
を
受
く
る
の
で
あ

る
。
凡
て
種
子
に
は
生
産
起
原
の
作
用
を
持

っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
即
ち
業
事
成
弁

（ご
う
じ
じ
よ
う
べ
ん
）
す
る

の
で
あ
る
。
凡
て
種
子
に
は
生
産
起
原
の
作
用
を
持

っ
て

い
る
の
で
あ
る

（業
事
成
弁
）
人
間
は
自
体
は
枯
れ
て
も

第
八
阿
羅
耶
識
に
は
し
っ
か
り
と
生
産
起
原
の
作
用
あ
る

種
子
が
成
就
し
て
い
る
か
ら
、
死
ね
ば
直
に
其
の
種
子
に

依

っ
て
次
の
生
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
人
間
も
生
ま
れ
た

ま
ゝ
で
は
動
物
的
で
終
る
が
、
人
間
は
精
神
を
開
発
し
て

進
ん
で
行
く
よ
う
に
出
来
て
い
る
か
ら
、
人
格
は
発
達
す

る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
下
向
し
て
動
物
的
な
慾
の
み
発

達
す
る
と
き
は
三
悪
道
に
往
く
の
で
あ
る
。

い
ま
、
念
仏
を
申
し
て
仏
果
に
至
る
間
の
道
諦
に
階
級

を
付
け
て
見
る
と
、
植
物
の
種
子
が
蒔
か
れ
た
そ
の
も
の

に
は
階
級
を
云
々
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
其
れ
を
外
よ

り
分
け
て
見
る
と
三
階
が
あ
る
。

一　

喚
起
位
　
念
仏
の
教
を
聞
い
て
も
如
来
の
光
明
と
云

う
こ
と
は
判
ら
ぬ
が
、
申
し
て
い
る
と
自
然
に
種
子
が
芽

生
え
て
来
る
。
念
仏
を
申
し
て
お
る
間
に
信
心
を
喚
起
す

る
。
之
を
喚
起
位
と
云
い
、
種
子
を
養
う
元
手

（も
と
で
）

を
得
た
の
で
あ
る
。
食
糧
を
食
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
胎
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内
の
子
が
宿
り
次
第
に
肥
え
て
来
る
の
で
あ
る
。

第
二
日
　
大
正
八
年
十
月
十
八
日
　
午
後

念
仏
道
諦
七
科
三
十
七
道
品
　
（第
五
席
）

五
根
と
五
カ
　
（七
科
の
第
五
）

一　

信
根
　
　
〃
力

一
一　
精
進
根
　
〃
力

〓
一　
念
根
　
　
〃
力

四
　
定
根
　
　
〃
力

五
　
慧
根
　
　
〃
力

滅
諦
の
三
階

一　

喚
起
位
―
資
糧
位
　
　
五
種
正
行

（下
種
）

小
さ
な
も
の
で
は
な
く
、
大
い
な
る
如
来
に
抱
か
れ
て

い
る
の
で
、
已
に
如
来
実
在
を
立
証
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
肺
病
患
者
が
私
に
は
酸
素
が
効
く
と
云
わ
れ
る
が
、

酸
素
は

一
体
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？
私
は
未
だ
そ
れ

を
吸
う
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
…
と
云
う
よ
う
な
も
の

で
す
。
こ
れ
は
日
々
常
々
酸
素
を
吸
う
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
本
人
は
こ
れ
を
知
ら
な
い
と
云
う
の
で
あ
る
。
如
来

の
実
在
も
、
我
は
如
来
に
依
り
実
在
す
る
の
で
あ
る
が
之

に
気
が
付
か
ぬ
だ
け
で
、
芽
生
え
と
根
の
出
る
時
と
は
同

時
で
あ
る
。
ニ
ツ
葉
を
生
じ
た
時
に
す
で
に
根
が
生
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。
吾
人
も
胎
内
に
在
る
内
は
五
根
の
作
用

は
な
い
が
、
胎
内
か
ら
出
れ
ば
直
に
五
根
の
作
用
を
生
ず

る
の
で
あ
る
。

ｍ
　
信
根
　
如
来
の
実
在
を
信
ず
る
の
が
信
根
で
あ
る
。

そ
し
て
之
に
よ

っ
て
精
進
が
生
じ
て
来
る
の
で
あ
る
。
道

路
で
も
此
の
道
は
必
ず
停
車
場

へ
行
く
と
確
信
を
し
て
い
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る
か
ら
其
の
道
を
走

っ
て
行
か
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
若
し

其
道
が
果
た
し
て
駅
に
達
す
る
や
否
や
を
疑
う
時
は
精
進

は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

既
に
進
ん
で
行
く
時
、
仏
を
念
じ
て
忘
れ
ら
れ
ぬ
よ
う

に
な
る
こ
と
は
即
ち
如
来
を
念
ず
る
根
が
生
じ
て
い
る
の

で
あ
る
。
念
仏
を
し
て
い
る
と
次
第
に
自
分
の
心
が
仏
に

留
ま
る
よ
う
に
な
る
。
仏
に
入
る
―

一
心
が
仏
に
入
る
。

而
し
て
亦
進
め
ば
如
来
の
智
慧
が
生
じ
て
来
る
、
即
ち
赤

ん
坊
が
生
ま
れ
て
漸
く
目
が
ボ

ン
ヤ
リ
と
見
え
て
来
る

（信
心
開
発
し
て
生
ず
る
本
当
の
智
慧
で
は
な
い
）
。
朧

ろ
に
見
え
て
来
る
前
は
聞
か
せ
て
貰

っ
た
も
の
を
も
そ
の

よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
、
今
は
そ
う
で
な
く
実

際
に
見
る
の
で
あ
る
。

根
は
養
分
を
と

つ
て
芽
が
成
長
す
る
の
で
あ
る
。
又
、

根
が
張
れ
ば
風
に
吹
き
倒
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
信
仰
も

根
強
く
出
来
ぬ
と
他
か
ら
誹
り
倒
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
カ
五
根
は
潜
勢
力
で
五
カ
は
内
面
に
今
少
し
づ
つ
、

次
第
に
発
達
し
て
来
る
力
で
あ
る
。
五
根
に
よ
り
如
来
の

滋
養
を
吸
い
取
る
力
が
付
い
て
来
る
。
子
供
が
乳
を
呑
ん

で
次
第
に
肥
大
し
て
力
づ
い
て
来
る
―
乳
が
消
化
さ
れ
て

自
分
の
力
と
な
る
。
其
の
養
い
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
か

ら
資
糧
位
を
云
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
如
何
な
る
も
の
を
食
べ
る
か
と
云
え
ば
、
善

導
大
師
は
五
種
正
行
を
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。

五
正
行
　
資
糧
位

礼
　
拝
　
正
行

読
　
誦

観

察

称
　
名

讃
嘆
供
養

助
業

正
業
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第
二
日
　
大
正
八
年
十
月
十
八
日
　
午
後

念
仏
道
諦
七
科
三
十
七
道
品
　
（第
六
席
）

五
根
と
五
カ

五
種
正
行

（資
料
位
）

礼
拝
正
行
　
善
導
大
師
は
金
色
の
如
来
に
お
日
に
か
ゝ
る

心
持
で
礼
拝
す
る
と
次
第
に
信
心
が
発
達
し
て
来
る
の
で

あ
る
。
（何
に
も
無
し
に
唯
考
え
て
い
て
は
何
も
の
を
生
じ

て
来
な
い
の
で
あ
る
。
）

読
誦
正
行
　
経
を
読
む
こ
と
。
経
は
開
導
と
申
し
て
、
同

じ
よ
う
に
経
を
読
ん
で
い
て
も
初
め
は
其
の
意
味
が
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
自
分
に
少
し
信
仰
が
出
来
て
来
る
と

だ
ん
だ
ん
わ
か

っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
二
部
経
で
も
釈
尊

が
実
際
に
現
在
阿
弥
陀
仏
が
在
す
の
を
見
て
説
か
れ
た
の

で
あ
る
。
即
ち
釈
尊
実
見
の
説
で
あ
る
か
ら
経
説
は
多
少

な
り
と
も
釈
尊
の
心
に
入
っ
た
人
で
な
い
と
判
ら
ぬ
も
の

で
あ
る
。
初
め
は
極
楽
の
様
も
わ
か
ら
ぬ
が
、
如
来
信
仰

の
心
が
次
第
に
開
け
る
と
経
を
読
む
時
は
其
れ
に
依
り
開

導
さ
れ
て
経
の
如
く
に
実
際
の
天
楽
を
聞
く
よ
う
に
活
き

て
来
る
の
で
あ
る
。
米
も
自
米
は
死
ん
で
い
る
が
玄
米
は

生
き
て
い
る
。
そ
れ
に
死
ん
だ
米
で
も
人
間
が
之
を
食
す

る
時
は
米
の
力
に
よ

っ
て
人
間
は
活
動
の
力
を
持

っ
て
生

き
て
来
る
の
で
あ
る
。
経
で
も
信
仰
心
が
出
来
れ
ば
活
き

て
来
る
の
で
あ
る
。
吾
人
の
胃
の
消
化
力
が
無
い
時
は
食

べ
た
米
も
血
と
も
力
と
も
な
ら
な
い
。
消
化
力
が
あ
れ
ば

力
と
な
る
の
で
あ
る
。
経
も
読
ん
で
消
化
力
が
あ
る
時
は

活
き
て
来
て
実
に
極
楽
を
み

（観
）
、
音
楽
を
聞
く
に
至
る

の
で
あ
る
。

観
察
正
行
　
冥
想
観
念
、
始
め
は
、
経
の
如
く
画
の
如
く

の
想
像
が
、
教
我
思
惟
と
成
り
、
や
が
て
教
我
正
受
と
実
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際
に
顕
現
し
て
来
る
の
で
あ
る
。

称
名
正
行
　
之
に
三
階
あ
り

請
求
念
仏

感
謝
念
仏

苔
嵯
念
仏

称
名
が
最
も
如
来
と
直
接
に
し
て
近
し
。

世
間
で
は
六
字
名
号
に
所
具
万
徳
を
含
ん
で
い
る
か
ら

之
を
呑
み
さ
え
す
れ
ば
良
い
と
い
う
。
こ
れ
は
真
言
の
呪

（じ
ゆ
）
と
同
じ
、
浄
土
の
念
仏
は
如
来
の
大
悲
本
願
力

が
加
わ
る
か
ら
貴
い
の
で
、
称
え
る
六
字
に
効
果
が
あ
る

の
で
は
な
く
、
如
来
は
見
て
い
る
か
ら
我
名
を
呼
べ
と
仰

せ
ら
る
ゝ
の
で
あ
る
。
犬
が
来
た
時
恐
れ
て
母
を
呼
ぶ
の

で
あ
る
が
、
子
供
が
母
様
と
呼
ぶ
時
は
、
母
は
常
に
そ
こ

に
居
て
見
て
い
て
下
さ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
じ
様
に

如
来
常
に
其
処
に
ま
し
ま
す
、
来
て
下
さ
る
か
ら
有
難
い

の
で
あ
る
。
如
来
の
活
け
る
力
が
加
わ
る
処
に
大
利
益
が

あ
る
の
で
あ
る
。

讃
嘆
供
養
正
行
　
実
際
に
有
難
く
偉
い
と
思
う
か
ら
讃
嘆

す
る
の
で
あ
る
。
美
し
い
と
思
う
か
ら
讃
嘆
す
る
の
で
あ

る
。
讃
嘆
す
る
と
、
善
い
と
思
う
方
に
自
分
の
心
が
似
通

う
よ
う
に
、
如
来
の
方
に
似
寄

っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
斯

の
よ
う
に
し
て
人
間
の
心
を
如
来
の
方
に
養
う
て
往
く
の

で
あ
る
。

助
業
　
ン」れ
は
興
奮
剤
ば
か
り
で
な
く
、
や
は
り
各
々
に

養
分
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
心
と
な
る
も
の
は
称

名
で
あ
る
。
親
縁
、
近
縁
、
増
上
縁
の
三
つ
が
あ
る
。
助

業
よ
り
至
る
時
は
此
方
よ
り
如
来
に
近
寄
る
の
で
あ
る
が
、

称
名
は
声
に
応
じ
て
如
来
よ
り
来
り
玉
う
の
で
あ
る
。

真

（経
）
。
善

ｏ
美

（讃
嘆
）
経
で
は
美
を
顕
わ
す
こ
と

は
出
来
ぬ
、
讃
嘆
せ
ね
ば
美
を
顕
わ
す
こ
と
は
出
来
な
い
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の
で
あ
る
。

第
二
日
　
大
正
八
年
十
月
十
八
日
　
午
後

念
仏
道
諦
七
科
三
十
七
道
品
　
（第
七
席
）

信
を
分
析
し
て

現
在
の
我
を
染
汚
と
信
じ
て
如
来
を
感
ず
る
、
現
在
我

の
弱
点
を
信
じ
る
か
ら
信
仰
の
要
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。

如
来
を
信
ず
る
の
は
巧
能
あ
る
故
を
も

っ
て
信
ず
る
の
で

あ
る
。

如
来
の
実
在
と
実
力
を
信
ず
る
の
は
信
の
三
位
に
よ
る
。

一
、
仰
信
―
釈
尊

ｏ
宗
祖

ｏ
歴
代
の
上
人
は
人
を
欺
か
ざ

る
人
な
る
故
を
以
て
、
如
来
の
在
し
ま
す
こ
と
を
信
ず
。

一
、
解
信
―
如
来
の
在
し
ま
す
こ
と
の
解
ら
ぬ
の
は
如
来

と
人
間
と
は
正
反
対
の
も
の
で
あ
る
か
ら
判
ら
ぬ
の
で

あ
る
。
我
々
は
初
は
地
球
に
依
り
之
を
信
頼
し
て
い
る
。

し
か
し
世
間
は
当
て
に
な
ら
ぬ
。
若
し
大
根
に
心
が
あ

る
な
ら
ば
、
育
て
ら
れ
て
い
る
時
は
喜
ん
で
い
て
も
最

後
に
は
人
間
に
喰
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
有
難
く
な
い
こ

と
だ
ろ
う
。

天
地
の
恵
み
に
よ

っ
て
人
間
は
生
育
す
る
も
の
と
考

え
て
い
る
が
地
球
は
皆
、
最
後
に
は
人
間
を
喰
う
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
世
界
だ
け
を
当
て

に
し
て
い
る
も
の
は
可
愛
想
な
も
の
で
あ
る
。
然
し
世

界
に
は
絶
対
な
る
如
来
を
信
頼
し
釈
尊
等
の
教
に
従
う

て
信
じ
て
往
く
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
を
解
信
と
云
う
。

如
来
は
不
生
不
滅
永
遠
の
お
方
で
あ
る
が
、
衆
生
は

生
死
の
中
に
あ
る
夢
中
の
者
。
如
来
は
醒
め
た
る
お
方
、

夢
中
の
者
は
醒
め
ざ
る
故
に
如
来
を
知
ら
ず
、
先
づ
自
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ら
を
反
省
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
世
の
如
き
五
十
年
八

十
年
の
極
楽
と
は
夢
中
に
お
金
を
拾
う
た
の
と
同
じ
こ

と
で
効
果
は
な
い
。
こ
の
世
間
の
極
楽
で
は
五
十
年
ぐ

ら
い
で
終
る
か
ら
永
遠
に
醒
め
た
る
極
楽
を
求
め
ざ
る

べ
か
ら
ず
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
れ
ば
醒
め
た
る
を

仰
信
す
べ
し
で
あ
る
。
解
信
に
二
つ
あ
り
。

内
部
よ
り
入
る
も
の
と
外
部
よ
り
入
る
も
の
と
が
あ
る
。

内
に
宗
乗
を
了
解
し
て
い
く
。
外
部
よ
り
の
門
外
漢
に

は
科
学
哲
学
に
よ
る
説
明
を
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

理
論
を
通
じ
て
阿
弥
陀
仏
を
信
ぜ
し
む
る
も
の
を
云
う
。

但
し
理
論
で
は
み
仏
が
在
る
様
に
も
無
い
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
事
と
な
る
。

、
証
信
―
実
践
す
れ
ば
こ
れ
が

一
番
。
確
信
が
得
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
是
れ
は
説
法
を
聞
か
ぬ
人
も
、

自
ら
慧
解
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。

第
二
日
　
大
正
八
年
十
月
十
八
日
　
午
後

念
仏
道
諦
七
科
三
十
七
道
品
　
（第
八
席
）

五
　
根

一
、
信
　
根

二
、
精
進
根

三
、
念
　
根

四
、
定
　
根

五
、
慧
　
根

五
根
の
総
説

信
念
修
養
の
生
理
的
及
び
心
理
的
作
用
の
根
本
、
こ
の

根
元
が
定
ま
ら
ざ
れ
ば
無
益
と
な
る
。
吾
人
は
生
理
作
用

を
離
れ
て
心
ば
か
り
で
活
き
る
も
の
に
非
ず
、
身
体
外
形

の
形
の
備
え
か
ら
即
ち
生
理
的
形
式
方
面
よ
り
も
信
仰
を

起
こ
す
べ
き
様
に
し
て
ゆ
く
、
又
、
心
の
方
よ
り
善
い
習
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慣
を

つ
け
て
身
体
を
養

っ
て
い
く
、
そ
う
す
れ
ば
如
来
の

御
思
召
に
契
う
よ
う
に
な
る
。
心
身
共
に
如
来
に
充
さ
れ

て
来
る
！
如
来
の
も
の
と
な
る
即
ち
全
心
全
体
、
仏
心
仏

行
と
な

っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

植
物
も
根
あ
る
故
に
養
分
を
吸
収
す
る
。
こ
れ
を
人
間

に
比
較
す
る
時
に
木
や
草
と
人
間
と
は
反
対
で
あ
る
。
人

間
は
物
を
食
う
に
日
は
上
の
方
に
し
て
あ
る
が
、
草
木
は

下
に
あ
る
。
草
木
は
花
は
上
に
向

っ
て
開
く
、
吾
人
の
花

は
心
の
内
に
開
く
。
全
く
吾
人
の
信
仰
が
活
き
て
、
や
が

て
果
を
結
べ
ば
、
之
を
人
の
心
田
に
植
付
け
ん
と
す
る
欲

を
生
ず
る
。
之
が
生
活
上
の
信
仰
。
こ
の
信
仰
を
育
て
る

に
は
根
を
要
す
る
。
人
間
で
は
口
に
食
べ
て
先
づ
歯
で
咀

ん
で
胃
に
送
る
。
活
き
て
行
く
十
分
の
実
果
を
得
る
に
は

十
分
の
資
糧
を
与
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。

如
来
の
慈
光
は
平
等
な
れ
ど
も
、
衆
生
の
心
の
受
け
方

に
差
別
が
あ
る
。
田
地
は
同
じ

一
つ
で
も
、
そ
の
作
り
方

で
米
が
八
俵
も
あ
り
十
俵
に
も
な
る
。
我
が
往
生
の
後
も

心
の
受
け
方
に
よ

っ
て
九
、
九
、
八
十

一
品
の
別
が
あ
る
。

八
俵
、
十
俵
と
異
な
る
の
は
培
養
法
の
如
何
に
よ
る
の
み

で
あ
る
。
念
仏
も
沢
山
に
申
し
た
か
ら
と
て
必
し
も
善
い

と
い
う
の
で
は
な
い
。
田
地
ば
か
り
広
く
て
も
培
養
法
そ

の
宜
し
き
を
得
な
け
れ
ば
実
果
少
な
き
が
如
し
で
あ
る
。

口
で
咀
ん
だ
も
の
を
胃
に
送
り
腸
に
入
れ
之
を
吸
収
し
養

分
を
取
る
。
粗
は
捨
て
る
。
身
体
中
の
機
械
の
凡
て
が
必

要
な
も
の
で
あ
る
が
病
を
得
れ
ば
其
の
機
能
を
発
揮
す
る

こ
と
が
出
来
ず
し
て
病
を
生
ず
。
今
、
五
根
の
総
て
が
ま

た
必
要
で
あ
る
が
、
病
を
得
れ
ば
其
の
根
の
作
用
を
欠
ぐ

が
故
に
滋
養
を
完
全
に
取
る
事
が
出
来
ぬ
。
そ
れ
故
に
五

根
を
十
分
に
練
用
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
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第
四
日
　
大
正
八
年
十
月
十
九
日
　
午
前

念
仏
道
諦
七
科
三
十
七
道
品
　
（第

一
席
）

信
　
根

人
間
が
活
き
て
い
る
の
は
、
唯
五
感
の
欲
ば
か
り
を
恣

し
ま
ゝ
に
使
用
し
て
心
を
養
う
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
。
吾

人
の
本
来
仏
性
は
、
主
人
な
れ
ど
も
幼
君
の
為
に
肉
我
の

欲
に
横
領
さ
れ

つ
ゝ
あ
る
。
た
め
に
益
々
仏
性
が
隠
れ
て

三
悪
道
に
堕
落
す
る
の
で
あ
る
。
若
し
信
念
に
よ

っ
て
如

来
の
自
性
が
育
て
ら
れ
る
時
は
、
肉
我
の
欲
は
次
第
に

去

っ
て
煩
悩
は
美
化
さ
れ
て
善
臣
と
な
り
、
今
ま
で
の
逆

臣
は
忠
臣
と
な
る
の
で
あ
る
。
天
孫
子
、
天
の
雅
彦
を
遣

し
て
下
界
日
本
を
説
服
せ
ら
れ
た
が
、
女
に
欺
か
れ
て
便

り
が
無
い
の
で
更
に
経
津
主
命
、
武
竃
槌
の
命
、
蒋
に
天

降
り
し
催
促
を
さ
れ
た
か
ら
大
国
主
命
等
皆
降
伏
し
て
忠

臣
と
な
ら
れ
た
如
く
、
煩
悩
の
賊
を
如
来
の
命
に
従
う
よ

う
に
な
る
の
で
あ
る
。
自
分
勝
手
の
五
根
が
、
如
来
の
命

に
従
う
て
臣
と
し
て
仕
事
す
る
よ
う
に
な
り
得
る
の
は
如

来
を
信
ず
る
事
に
よ
り
て
初
め
て
出
来
る
の
で
あ
り
、
こ

れ
が
信
根
で
あ
る
。
信
仰
の
幼
君
の
芽
を
開
い
て
来
る
の

は
即
ち
信
根
で
あ
る
。

精
進
根

信
じ
て
食
べ
る
と
、
胃
に
入
っ
て
身
体
中
に
廻
わ
る
間

に
勇
猛
精
進
と
な
る
食
物
も
咀
ん
で
味
が
出
る
。
そ
う
し

て
胃
腸
の
働
き
が
丈
夫
で
あ
る
と
健
康
と
な
る
。
即
ち
精

進
と
な
る
念
仏
を
申
す
に
も
能
く
噛
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

多
数
の
念
仏
も
丸
呑
で
は
滋
養
と
は
な
ら
ぬ
。
即
ち
働
き

の
健
全
な
る
と
こ
ろ
は
精
進
根
で
あ
る
。
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念

根

念
根
と
は

一
心
に
仏
を
念
ず
る
こ
と
で
あ
る
。

定
　
根

食
べ
た
も
の
は
心
臓
の
活
ら
き
で
血
と
な
る
よ
う
に
、

定
で

一
つ
に
な
る
。
今
ま
で
に
食
べ
た
も
の
が

一
つ
と
な

る
よ
う
に
仏
と
我
と
が

一
致
す
る
。
即
ち
食
べ
た
米
で
も

肴
で
も
同
化
し
て
自
分
の
血
肉
と
な
り
同
化
し
て
し
ま
う
。

慧
　
根

慧
と
は
以
上
の
如
く
し
て
出
来
た
身
体
が
活
動
す
る
よ

う
に
南
無
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
て
お
れ
ば
其
の
念
仏
の
結
果
、

如
来
と

一
致
し
て
如
来
の
心
を
以
て
活
動
し
て
い
く
の
を

云
う
の
で
あ
る
。

第
四
日
　
大
正
八
年
十
月
十
九
日
　
午
前

念
仏
道
諦
七
科
三
十
七
道
品
　
（第
二
席
）

如
来
と
衆
生
と
の
間
は
、
衆
生
第

一
の
信
根
が
な
か

っ

た
な
ら
ば
如
何
に
念
仏
の
滋
養
を
摂

っ
て
も
通
じ
も
し
な

け
れ
ば
消
化
も
し
な
い
。
歌
道
で
も
書
道
で
も
同
じ
で
凡

て
の
事
は
精
神

一
心
に
す
れ
ば
垢
は
次
第
に
除
か
れ
る
。

一
心
に
念
ず
る
の
念
根
を
完
全
と
す
る
と
き
、
如
来
よ
り

享
け
よ
う
ノ
ヽ
と
す
る
活
動
が
起
こ
る
。
定
は

一
致
し
て

如
来
の
も
の
が
我
物
と

一
致
す
る
。

慧
と
は
、
今
こ
ゝ
は
開
発
の
慧
と
は
違
う
が
、
何
と
な

し
に
如
来
の
実
際
を
信
じ
て
、
知
り
得
ら
れ
て
来
る
夜
明

け
位
の
処
で
あ
る
。
ほ
の
か
に
如
来
の
相
が
現
わ
れ
る

処
、
禅
家
は
門
よ
り
入
る
も
の
は
実
の
宝
で
は
な
い
と
云

う
が
、
外
か
ら
聞
い
て
始
め
の
内
に
、
斯
様
な
も
の
だ
と
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知

っ
た
如
来
は
本
当
の
定

（じ
ょ
う
）
で
は
な
い
。
今
の

慧
は
内
心
よ
り
ほ
の
か
に
得
た
慧
で
あ
る
か
ら
実
際
の
活

用
が
出
来
る
。
入
れ
智
慧
は
、
裏
か
ら
と
も
す
れ
ば
剥
ぐ

る
が
如
き
で
本
当
の
役
に
は
立
た
な
い
。

生
理
的
調
節
機
関

神
経
系
ホ
ル
モ
ン

信
仰
問
題
も
こ
れ
を
調
節
す
る
大
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

が
な
け
れ
ば
生
き
ら
れ
な
い
。
現
在
米
価
騰
貴
し
調
節
問

題
が
起
き
て
い
る
の
も
其
の
関
係
で
あ
る
。
調
節
が
出
来

な
け
れ
ば
社
会
も
病
み
死
ん
で
し
ま
う
。

ホ
ル
モ
ン
と
は
内
的
分
泌
の
化
学
的
性
分
要
素
の
覚
で

あ
る
。
血
液
が
何
処
で
も
廻
る
か
ら
人
間
が
活
き
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
血
の
運
び
の
外
に
神
経
ま
た
ホ
ル
モ
ン

な
る
も
の
が
存
在
し
て
い
て
、
凡
て
を
活
き
さ
せ
て
い
る

の
で
あ
る
。
ホ
ル
モ
ン
の
力
で
色
欲
又
は
食
欲
を
増
上
せ

し
む
る
よ
う
に
、
念
仏
を

一
心
に
申
し
そ
れ
が
次
第
に
進

む
と
即
ち
ホ
ル
モ
ン
が
其
の
方
に
集

っ
て
来
る
か
ら
益
々

念
仏
を
申
す
よ
う
に
興
奮
さ
せ
ら
れ
即
ち
、
内
面
よ
り
こ

れ
を
奨
励
す
る
力
が
集
る
の
で
あ
る
。
生
理
上
の
作
用
も

心
的
活
動
に
も
伴
い
て
ホ
ル
モ
ン
が
集
注
す
る
様
に
な
る

の
で
あ
る
。

第
四
日
　
大
正
八
年
十
月
十
九
日
　
午
后

念
仏
道
諦
七
科
三
十
七
道
品
　
（第
二
席
）

（七
科
の
第
六
）

念
仏
三
昧
七
覚
支

　

（覚
分
と
も
い
う
）

一　

択
法
覚
支

一
一　
精
進
覚
支
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三
　
十暑

覚

支

四
　
軽
安
覚
支

五

定

覚

支

エハ
　
捨

覚

支

七

念

覚

支

初
に
口
に
ば
か
り
南
無
阿
弥
陀
仏
と
云
う
た
と
て
血
と

は
な
ら
ぬ
、
但
し
、
お
米
を
煮
て

（形
は
変
り
死
ぬ
が
）

食
べ
る
と
消
化
し
て
血
と
な
り
活
き
て
来
る
の
で
あ
る
。

如
来
の
恵
み
を
う
け
、
心
に
入
る
時
は
そ
れ
が
活
き
て
有

難
く
な

っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
炭
で
も
火
が
着
か
ぬ
間
は

活
動
は
し
な
い
。
着
け
ば
熱
く
な
り
湯
を
沸
か
す
等
の
諸

種
の
活
動
を
な
す
の
で
あ
る
。
火
が
活
き
て
い
る
か
、
炭

が
活
き
て
い
る
か
と
云
う
と
、
こ
れ
は
二
者

一
致
し
て
始

め
て
活
動
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。

信
仰
も
如
来
の
光
が
衆
生
の
心
に
入
り
、
即
ち
火
が
つ

精
進
②

択
法
０

∩Ｗ
念
０

軽
安
０

い
て
活
動
し
て
来
る
の
で
あ
る
。
釈
尊
は
弥
陀
の
光
を
満

月
の
如
く
心
中
に
受
け
て
其
の
後
、
之
を
衆
生
に
説
き
示

し
玉
う
時
、
光
顔
魏
々
諸
根
悦
豫
云
々
の
麗
わ
し
き
姿
が

あ
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
光
明
を
少
し
く
受
け
れ
ば
、

少
々
嬉
し
く
、
大
き
く
受
け
れ
ば
大
き
く
嬉
し
く
な
る
の

で
あ
る
。
天
地
に
大
小
は
な
い
が
暗
闇
の
時
は
狭
い
が
、

光
り
が
来
れ
ば
世
界
は
広
く
な
る
の
で
あ
る
。
如
来
は
心

の
世
界
を
照
し
給
う
の
で
あ
る
。
法
然
上
人
の
相
貌
、
人

格
の
麗
わ
し
き
は
如
来
の
光
り
を
月
の
如
く
に
受
け
て
居

ら
れ
る
か
ら
外
姿
も
姿
色
清
浄
で
あ
る
。
宗
祖
は
其
の
内

観
の
喜
び
を
伝
え
ん
と
念
仏
を
勧
め
玉
う
た
の
で
あ
る

暑

(3)

捨
０
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が
、
我
等
之
を
知
ら
ず
、
ま
た
信
ぜ
ざ
る
故
に
暗
中
常
に

煩
悶
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

七
覚
心
の
花
開
く
は
、
人
間
で
は
婚
礼
の
状
態
で
あ

る
。
宇
宙
に
円
満
な
る
如
来
様
が
お
い
で
下
さ
る
。
念
仏

三
味
と
は
衆
生
の
心
、
血
管
に
は
或
る
も
の
を
充
た
し
て

も
ら
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
前
の
加
行
で
仏
の
法

を
開
き
、
念
仏
を
申
し
、
多
分
に
養
成
さ
れ
素
要
が
出
来

て
い
る
。
そ
れ
は
雲
中
の
月
の
様
で
、
さ
だ
か
に
月
影
は

見
え
ぬ
が
彼
の
雲
の
あ
た
り
に
あ
る
と
思
う
て
い
る
処
に

見
道
を
進
む
の
で
あ
る
。

第
四
日
　
大
正
八
年
十
月
十
九
日
　
午
后

念
仏
道
諦
七
科
三
十
七
道
品
　
（第
四
席
）

別
時
念
仏
は
加
行
に
当
り
別
時
の
実
は
見
道
で
あ
る
。

こ
の
時
に
見
仏
す
る
の
で
あ
る
。

一
、
択
法
覚
支

一
定
し
た
方
向
に
心
を
統

一
す
る
、
こ
の
消
息
―
即
ち

三
味
を
等
持
定
ま
た
は
直
調
と
云
う
。
吾
人
が
心
に
広
島

と
思
え
ば
広
島
に
行
き
、
宮
島
に
行
く
と
思
え
ば
宮
島
に

行
く
の
で
あ
る
。
即
ち
心
に
目
的
が
あ

っ
て

一
定
し
た
法

を
行
う
と
、
心
は
未
だ
今
日
迄
は
そ
こ
に
無
か

っ
た
の
で

あ
る
け
れ
ど
も
新
た
に
其
の
方
に

一
定
す
る
の
で
あ
る
。

如
来
様
の
方
に

一
直
線
に
心
を
調
え
て
行
く
の
を
直
調
と

云
う
。
心
が

一
定
す
る
と
次
第
に
心
は
統

一
さ
れ
る
の
で

あ
る
が
、
こ
の
時
、
雑
念
妄
念
が
生
じ
来
る
こ
と
ま
た
山

の
如
く
で
あ
る
。
し
か
し

一
心
に
念
仏
す
る
こ
と
の
経
験

な
き
も
の
に
は
こ
の
様
子
は
解
ら
な
い
。
こ
れ
は
日
中
は

汽
車
の
通
る
音
に
気
が
着
か
ぬ
が
夜
分
静
か
に
な
る
と
汽
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車
の
音
が
喧
ま
し
く
聞
こ
え
て
来
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
雑
念
妄
念
は
簡
択
す
る
（え
り
ぬ
く
）

こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
只
、
簡
択
す
る
こ

と
の
出
来
る

一
定
し
た
的
が
あ

っ
て
こ
そ
叶
う
も
の
で
あ

る
。
こ
の
故
に
如
来
様
を
的
と
し
如
来
に
向
か

っ
て
進
ま

ん
た
め
に
雑
念
妄
念
を
簡
択
し
て
心
を
統

一
す
る
の
で
あ

る
。　
一
心

一
向
に
心
を
統

一
し
て
入
神
す
る
の
は
婦
人
の

方
が
入
り
易
く
、
理
性
発
達
し
た
者
が
入
り
難
い
の
で
あ

る
。
即
ち
感
情
よ
り
入
る
方
が
早
い
の
で
あ
る
。
凡
そ
信

仰
な
る
も
の
は
自
己
の
有
限
無
力
を
信
ず
る
時
は
入
神
し

易
く
、
自
ら
偉
い
と
思
う
者
は
入
り
難
い
の
で
あ
る
。
定

（じ
よ
う
）
に
入
る
に
は
音
も
統

一
さ
れ
て
お
れ
ば
な
を

入
り
易
い
の
で
、
声
と
木
魚
の
音
も
統

一
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

二
、
精
進
覚
支

次
に
精
進
覚
支
は
進
む
自
分
の
実
感
上
の
覚
え
が
つ
い

て
来
る
―
感
じ
が
出
来
て
来
る
の
で
あ
る
。
そ
の
時
は
勇

猛
の
念
仏
が
進
ん
で
来
る
事
が
わ
か

っ
て
、
如
来
様
に
向

か

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
心
鏡
が
曇

っ
て
お
れ

ば
映
ら
ぬ
か
ら
、
其
の
時
は
念
仏
を

一
心
勇
猛
に
精
進
し

て
心
が
磨
け
て
来
る
の
で
あ
る
。
米
で
も
糠
が
脱
け
て
来

る
の
と
同
じ
で
、　
一
心
に
勇
猛
に
進
ん
で
来
る
感
じ
覚
え

が
あ
る
の
で
あ
る
。

三
、
喜

覚

支

次
い
で
喜
び
を
生
じ
て
来
る
。
こ
の
喜
び
は
微
妙
な
る

感
じ
で
、
こ
れ
は
定
中
の
喜
び
で
あ

っ
て
心
安
ら
か
に
な

り
、
悦
し
く
な
る
心
中
実
感
上
の
覚
で
あ
る
。

四
、
軽
安
覚
支

喜
び
の
感
じ
が
進
ん
で
心
平
か
に
な
る
と
軽
安
と
な
る
。

た
と
え
ば
、
物
を
貰

っ
た
時
は
心
常
に
嬉
し
い
が
、
月
日
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が
経

つ
と
、
も
う
貰

っ
た
時
の
よ
う
に
嬉
し
く
は
な
い
。

心
平
か
に
な

っ
て
の
様
に
喜
び
の
心
は
長
く
続
く
も
の
で

は
な
い
。
自
分
の
心
が
如
来
様
に
乗
入
っ
て
し
ま

っ
て
我

が
心
が
軽
く
な

っ
て
無
我
と
な
る
の
で
あ
る
。
夢
中
と
眠

り
の
中
と
は
違
う
、
我
が
身
体
が
有
る
の
か
判
ら
ぬ
よ
う

に
心
身
が
軽
安
と
な
る
の
で
あ
る
。
有
る
か
無
い
か
判
ら

ぬ
よ
う
だ
が
無
い
の
で
は
な
い
と
い
う
覚
え
が
あ
る
の
で

あ
る
。

第
四
日
　
大
正
八
年
十
月
十
九
日
　
午
后

念
仏
道
諦
七
科
三
十
七
道
品
　
（第
五
席
）

念
仏
三
昧
七
覚
支

五
、
定

覚

支

次
に
定

（じ
ょ
う
）
を
現
わ
す
自
分
の
心
が
如
来
様
に

な

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
能
念
と
所
念
が

一
致
し
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。

月
や
ゎ
れ
我
れ
や
月
か
と
ゎ
か
ぬ
ま
で

心
に
澄
め
る
秋
の
夜
の
月

阿
み
だ
ぶ
と
心
を
西
に
う

つ
蝉
の

も
ぬ
け
果
て
た
る
声
ぞ
涼
し
き

蝉
が
鳴
い
て
い
る
の
に
自
分
の
身
体
を
脱
け
て
鳴
い
て

い
る
よ
う
だ
。
円
光
大
師
の
夕
暮
の
念
仏
を
さ
れ
、
そ
の

声
涼
し
さ
に
上
人
を
伺
う
と
、
光
明
輝
き
て
室
内
い
と
ゞ

明
る
さ
を
、
弟
子
達
は
見
ら
れ
た
と
云
う
、
此
の
間
の
消

息
を
定
覚
支
と
云
う
。
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浅
く
と
も

一
心
に
念
仏
す
れ
ば
定
中
に
入
る
も
の
で
あ

る
。
こ
ゝ
が
花
の
開
い
た
状
態
で
あ
る
。
植
物
は
花
が
開

く
と
雌
芯
雄
芯
の
間
、
風
ま
た
は
蝶
蜂
の
媒
介
に
よ
り
胎

子
を
宿
す
よ
う
に
、
今
念
仏
の
花
開
く
時
に
如
来
の
霊
感

を
蒙
る
の
で
あ
り
、
光
明
ま
た
は
色
々
の
瑞
相
が
仏
の
花

粉
を
受
胎
し
て
信
仰
の
種
と
な
る
の
で
あ
る
。
植
物
の
花

に
も
無
駄
花
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
雄
芯
の
花
粉
を
受
け
ぬ

か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
如
来
の
光
明
等
の
霊
感
を
受
胎
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
其
の
時
の
こ
と
を
思
う
と
、
其

後
は
、
之
れ
が
信
仰
の
本
と
な

っ
て
忘
れ
ら
れ
ぬ
よ
う
に

な
る
。
此
の
処
を
神
秘
の
霊
感
妙
に
し
て
―
と
云
う
の
で

あ
る
。
宗
教
に
此
処
の
と
こ
ろ
を
分
け
て
秘
密
教
と
開
教

と
あ
る
が
、
真
言
は
秘
密
の
教
で
あ

っ
て
、
其
の
内
容
は

語
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
外
形
の
形
式
は
入
我
々

入
と
な
る
の
で
あ
る
。
千
日
の
間
念
仏
三
味
を
行
ず
る
と

仏
と
抱
擁
し
て
仕
舞
う
。
聖
天
様
の
如
く
、
形
式
で
は
男

女
相
い
抱
擁
し
て
お
る
が
、
之
は
如
来
と
衆
生
と
抱
擁
す

る
さ
ま
を
形
式
に
示
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
神
秘
的
な

事
を
顕
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
間
の
肉
体
、
夫
婦
夜
間

の
こ
と
は
秘
密
に
す
る
も
の
で
、
人
に
語
る
べ
き
で
な
い

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
真
言
秘
密
教
と
い
う
と
こ

ろ
で
あ
る
。
公
開
教
の
如
き
は
秘
密
と
は
し
な
い
、
或
宗

の
如
き
は
公
開
教
と
し
て
大
勢
の
前
で
歓
喜
の
涙
に
暮
れ

て
泣
い
て
い
る
。
こ
れ
は
顕
教
と
も
公
開
教
と
も
云
う
の

で
あ
る
。
詩
経
に
房
事
の
こ
と
は
語
る
べ
か
ら
ず
と
見
え

て
い
る
よ
う
に
他
に
語
る
べ
き
で
は
な
い
。
然
る
に
植
物

の
花
は
、
公
開
教
で
あ
る
真
宗
の
好
き
こ
れ
で
あ
る
。
如

来
と
接
触
し
た
時
の
こ
と
は
語
る
べ
か
ら
ぎ
る
も
の
で
あ

る
。
之
を
定
と
い
う
。
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第
四
日
　
大
正
八
年
十
月
十
九
日
　
午
后

念
仏
道
諦
七
科
三
十
七
道
品
　
（第
六
席
）

六
、
捨

覚

支

捨
と
は
心
が
安
ら
か
に
無
碍
任
運
に
し
て
如
何
な
る
多

忙
の
時
で
も
定

（じ
ょ
う
）
と
離
れ
ぬ
よ
う
に
な
る
の
で

あ
る
。
之
は
何
事
も
練
習
す
る
と
自
由
に
出
来
る
も
の
で
、

裁
縫
で
も
人
と
話
し
乍
ら
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
初
め
の

間
、
人
は
意
識
的
に
し
て
い
た
事
も
後
に
は
無
意
識
的
に

す
る
様
に
な
る
。
弓
術
の
如
き
も
初
め
は
注
意
を
し
な
い

と
的
に
は
当
た
ら
ぬ
が
、
練
習
が
進
む
と
矢
試
を
し
な
く

て
も
当
る
よ
う
に
な
る
。
念
仏
を
熟
達
す
る
と
如
何
な
る

場
合
に
も
行

ｏ
住

ｏ
座

。
臥
に
仏
と
倶
に
暮
す
こ
と
が
出

来
る
。
之
を
捨
覚
支
と
い
う
。
こ
れ
も
熟
練
せ
ぬ
と
非
常

な
場
合
に
は
却
て
大
切
な
仏
を
離
れ
定

（じ
ょ
う
）
と
離

れ
て
し
ま
う
。
ン」
の
故
に
之
れ
を
練
習
す
る
必
要
が
あ
る
。

馬
に
乗
る
に
も
練
習
を
し
て
お
れ
ば
如
何
よ
う
に
馬
が
走

り
且
つ
動
い
て
も
落
ち
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

極
楽
は
如
来
の
在
し
ま
す
処
で
我
が
心
が
如
来
と
共
に

暮
せ
ば
其
処
が
極
楽
で
あ
る
。
心
が
仏
と
離
れ
ね
ば
自
分

は
常
に
極
楽
界
に
遊
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

七
、
念

覚

支

斯
く
し
て
子
供
が
自
分
の
外
内
に
胎

（や
）
ど
る
よ
う

に
、
（念
覚
支
で
）
如
来
の
心
が
我
が
胸
に
宿
る
と
き
人
間

の
中
心
真
髄
即
ち
心
の
核
が
次
第
に
固
ま

っ
て
来
る
の
で

あ
る
。
然
る
に
、
此
の
人
格
の
核
に
酒
色
を
目
的
と
し
金

銭
を
目
的
と
し
て
他
を
顧
み
ざ
る
其
の
人
の
核
は
餓
鬼
道

の
核
と
な

っ
て
固
ま
り
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
唯
肉
の

楽
を
受
け
ん
た
め
に
は
盗
み
を
し
て
ま
で
も
之
を
貪
る
、

そ
れ
を
目
的
と
し
て
い
る
か
ら
仕
方
が
な

い
の
で
あ
る
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が
、
ま
た
此
の
世
で
は
何
に
も
彼
に
も
仕
尽
し
て
空
し
く

な

っ
て
い
る
か
ら
餓
鬼
と
な
る
の
で
あ
る
。

世
の
中
に
財
産
の
み
が
生
命
で
あ
る
と
思
う
者
に
は
た

と
え
、
そ
の
身
が
蛇
に
な

っ
て
も
金
銭
か
ら
離
れ
ぬ
、
生

命
に
代
え
て
も
と
云
う
人
は
有
財
餓
鬼
で
あ
る
。
人
間
が

仁
義
五
常
を
全
う
し
て
そ
の
心
を
固
め
た
人
は
人
間
の
核

が
固
ま

っ
て
種
子
が
出
来
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
は

如
来
様
に
取
り
つ
い
て
固
ま

っ
た
我
が
心
が
念
々
八
億
四

千
の
念
毎
に
如
来
を
中
心
と
し
て
念
じ
て
い
る
。
こ
れ
を

念
覚
支
と
い
う
の
で
あ
る
。

自
分
の
心
が
弥
陀
を
中
心
と
し
て
念
じ
て
行
け
ば
必
ず

如
来
様
に
霊
化
さ
れ
、
高
々
物
々
如
来
の
恩
寵
で
あ
る
と

感
ず
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
他
よ
り
迫
害
等
を
仕
向
け
ら

れ
て
も
、
之
は
如
来
様
が
私
の
よ
う
な
鈍
力
で
も
之
を
鍛

練
し
て
下
さ
る
た
め
に
、
槌
を
以
て
お
打
ち
下
さ
る
の
で

あ
る
と
却
て
之
れ
を
喜
ぶ
の
で
あ
る
。
煩
悩
の
渋
柿
が
熟

す
る
に
つ
れ
て
甘
く
な
る
即
ち
念
々
毎
に
弥
陀
の
花
粉
を

受
け
て
仏
の
種
子
が
次
第
に
成
熟
し
て
来
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
遂
に
は
霊
格
を
成
ず
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
内
面
の
中
心
核
を
造

っ
て
行
く
の
が
念
覚
支
で
あ

フ０
。第

五
日
　
大
正
八
年
十
月
二
十
日
　
朝

御
満
座
日
午
前
の
講
話
　
（第

一
席
）

八
　
正
　
道
　
（七
科
の
第
七
）

一
、
正
　
見

二
、
正
思
惟

三
、
正
　
語
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七 七 六 五 四

正 正 正 正 正
精

定 念 進 命 業

人
格
形
成
要
素

人
格
核

（我
）

情
操
よ
り
意
志
の
活
動
―
熱
意
等
よ
り
活
動

七
覚
支
に
て
花
開
き
実
を
結
び
始
め
る
と
、
最
初
は
渋

い
が
中
核
の
熟
す
る
に
従
う
て
甘
い
柿
は
甘
く
な

っ
て
来

る
。
大
体
に
渋
い
の
は
次
第
に
渋
を
増
し
顕
わ
し
最
後
は

甘
く
熟
す
る
の
で
あ
る
。
人
間
も
乳
を
呑
む
と
き
は
其
の

中
に
養
分
が
あ
る
の
で
次
第
に
生
長
す
る
。
そ
の
よ
う
に

今
、
如
来
の
母
の
乳
を
呑
む
時
は
、
次
第
に
其
の
心
が
成

長
す
る
の
で
あ
る
。
柿
は
其
れ
自
身
の
主
と
す
る
と
こ
ろ

は
中
核
だ
け
で
あ
る
。
外
側
の
肉
は
不
要
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
こ
の
果
肉
が
な
か

っ
た
な
ら
ば
、
人
間
や
鳥
が
こ
れ

を
採

っ
て
核
を
除
く
こ
と
を
知
る
よ
し
も
な
い
か
ら
、
麗

し
い
肉
を
作

っ
て
熟
す
の
で
あ
る
。
核
は
こ
の
よ
う
に
し

て
生
産
起
原
の
力
を
成
就
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

人
格
の
三
位

人
格
の
核
に
三
位
が
あ
る
。
非
人
格

。
人
格

・
霊
格
。

非
人
格
　
形
は
人
間
で
あ
る
が
、
精
神
は
人
格
を
成
し
て

お
ら
ず
常
識
を
欠
ぎ
人
面
獣
心
と
云
わ
れ
る
三
悪
道
の
核

を
造

っ
て
い
る
も
の
を
云
う
。

人
格
に
修
羅

ｏ
人
間

・
天
上
と
あ
る
。

霊
格
　
ン」れ
に
四
霊
格
が
あ
る
。
形
は
人
間
の
姿
で
あ
る

が
、
心
は
如
来
様
に
救
わ
れ

つ
ゝ
あ
る
者
は
霊
格
で
あ
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る
。
人
間
の
道
だ
け
を
信
じ
て
往
く
と
云
う
人
は
人
格
の

人
で
あ
り
、
如
来
の
信
仰
に
は
い
っ
て
来
る
人
は
遂
に
は

霊
格
に
至
る
人
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
核
が
中
途
に
し

て
熟
せ
ず
、
花
が
凋
ん
だ
な
ら
ば
霊
格
は
成
就
し
な
い
の

で
あ
る
。
生
有

。
中
有

ｏ
後
有
あ
り
、
後
有
に
往
生
業
事

成
弁
。

此
土
に
於
い
て
信
心
の
念
を
起
し
実
が
未
だ
結
ば
ぬ
人

は
浄
土
に
お
い
て
胎
生
す
る
。
業
事
成
弁

（ご
う
じ
じ
よ

う
べ
ん
）
の
人
は
浄
土
に
蓮
花
化
生
す
る
の
で
あ
る
。

情
操
の
我
も
人
間
の
我
と
動
物
の
我
と
は
其
の
考
え
が

異
な
る
。
人
間
も
子
供
の
時
と
大
人
の
時
と
は
違
い
、
義

務

・
権
利
を
知

っ
て
い
る
人
も
あ
り
、知
ら
ぬ
人
も
あ
る
。

ま
た
知

っ
て
い
て
も
こ
れ
を
行
う
人
あ
り
、
行
わ
ぬ
人
も

あ
る
。
信
仰
の
自
覚
が
あ

っ
て
如
来
と
我
と
の
間
に
情
操

が
立

っ
て
来
る
と
、
人
間
も
妻
と
な
れ
ば
夫
に
貞
操
を
た

て
る
心
が
生
ま
れ
て
来
る
。
ま
た
彼
の
人
を
夫
に
し
よ
う

か
―
ど
う
し
よ
う
か
と
思
う
間
は
操
は
た
ゝ
ぬ
。
そ
の
よ

う
に
愈
々
如
来
の
信
仰
が
決
定
し
て
操
が
た

っ
て
く
る
の

で
あ
る
。
即
ち
こ
れ
が
人
格
と
な
り
、
そ
れ
が
基
と
な

っ

て
外
形
の
行
動
に
顕
わ
れ
て
来
る
。情
操
を
以
て
常
に
作

っ

て
い
る
と
こ
ろ
の
中
核
を
、
念
で
外
形
の
四
威
儀
の
三
業

に
活
動
顕
現
し
て
来
る
と
こ
ろ
が
八
正
道
で
あ
る
。
即
ち

情
操
意
志
よ
り
生
ず
る
と
こ
ろ
が
八
正
道
で
あ
る
。

第
五
日
　
大
正
八
年
十
月
二
十
日
　
朝

御
満
座
日
午
前
の
講
話
　
（第
二
席
）

一
、
正
　
見

如
来
の
お
思
召
に
契
う
処
を
正
見
と
す
る
。
之
に
反
す
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る
の
が
邪
見
で
あ
る
。
正
見
は
正
し
き
了
見
で
如
来
の
聖

意
に
た
が
う
こ
と
が
不
了
見
で
あ
る
。

人
間
行
動
の
根
本
と
な
る
の
は
第

一
の
正
見
で
あ
る
。

正
見
立
た
ず
ば
万
事
を
誤
る
こ
と
に
な
る
。
了
見
の
す
わ

り
方
が
よ
け
れ
ば
事
と
し
て
皆
成
就
す
る
。
若
し
、
不
正

見
の
時
は
万
行
徒
ら
に
な
す
の
み
で
、
方
向
を
第

一
歩
に

し
て
誤

っ
た
な
ら
ば
目
的
を
達
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

西
に
行
く
も
の
を
東
に
行
く
誤
り
を
な
し
た
と
同
じ
で
あ

る
。
縫
物
の
針
が
正
直
で
あ
れ
ば
糸
は
正
し
く
行
く
け
れ

ど
も
、
針
が
曲
が
れ
ば
糸
も
亦
曲
廻
す
る
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。

正
見
開
け
且
つ
念
仏
を
申
し
て
お
れ
ば
如
来
を
思
う
心

が
離
れ
ぬ
、
ま
た
其
の
心
を
常
に
牽
き
起
さ
ね
ば
な
ら
ぬ

の
で
あ
る
。
彼
の
授
戒
の
時
の
よ
う
に
―
作
さ
ず
ん
ば
止

み
な
ん
作
さ
れ
ば
是
れ
性
無
作

（し
ょ
う
む
さ
）
の
仮
色

（け
し
き
）
―
と
云
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
如
来

（念
仏
）

の
信
仰
が
出
来
て
、
我
が
心
が
如
来
の
火
に
就
い
て
る
か

ら
真
理
が
見
え
る
即
ち
正
見
の
光
に
よ

っ
て
事
を
分
別
す

る
か
ら
能
く
事
理
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か

ら
三
味
発
得
以
後
の
念
仏
行
者
の
見
解
は
此
の
正
見
で
あ

る
。
ま
た
こ
の
正
見
は
何
よ
り
起
り
来
る
か
と
云
え
ば
、

如
来
神
聖
の
日
光
と
正
見
の
眼
が
合
し
て
如
来
の
大
道
を

行
く
の
で
あ
る
。
た
と
え
此
の
間
の
理
解
を
知
ら
ぬ
愚
痴

の
人
で
も
如
来
の
光
明
に
摂
取
さ
れ
る
。
三
味
発
得
の
人

は
能
く
其
の
人
の
な
す
事
、
み
な
正
見
に
住
し
て
其
の
行

為
と
し
て
誤
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
世
の

中
に
八
風

（毀
誉

・
褒
貶

・
喜
楽

ｏ
等
）
と
云
わ
れ
る
風

が
吹
き
、
肉
我
に
捉
わ
れ
て
正
見
を
破
り
、
悪
道
に
随
ち

る
の
で
あ
る
。
如
来
の
灯
台
の
光
り
に
照
ら
さ
れ
て
浄
土

の
港
に
進
む
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、
暗
中
自
分
の
了
見
で
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船
を
進
め
る
時
は
、
時
と
し
て
風
の
た
め
に
何
時
か
知
ら

ぬ
間
に
そ
の
進
路
を
誤

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。　
一
家
庭
の

中
に
お
い
て
も
同
じ
夫
婦
、
主
婢
が
争
う
時
、
如
来
中
心

の
灯
台
と
し
て
其
の
分
別
を
仰
ぐ
時
、
主
人
或
い
は
親
と

云
い
乍
ら
も
自
ら
非
な
る
こ
と
は
非
な
り
と
如
来
の
神
聖

な
る
裁
判
を
心
に
受
け
る
の
で
あ
る
。

儒
教
に
良
心
と
云
う
の
は
正
見
の
分
で
あ
る
。
罪
を
犯

し
て
良
知
に
責
め
ら
れ
る
の
は
正
見
に
背
い
て
い
る
故
で

あ
る
。　
一
つ
の
品
に
お
い
て
も
そ
の
了
見
の
付
け
よ
う
で

悪
用
に
も
ま
た
善
用
に
も
な
る
。
如
来
信
仰
の
も
の
は
お

花
を
見
て
は
す
ぐ
如
来
に
供
え
る
し
、
花
道
に
志
す
も
の

は
そ
れ
を
す
ぐ
花
活
け
に
す
る
の
差
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

一
つ
の
お
銭
で
も
放
蕩
息
子
は
遊
興
費
に
し
よ
う
と
し
、

好
学
生
は
学
費
に
備
え
よ
う
と
す
る
。
画
書
き
は
天
地
万

物
を
絵
の
材
料
と
し
て
見
る
。
農
家
は
す
べ
て
農
事
の
為

め
と
し
て
見
る
の
で
あ
る
。
彼
の

一
体
禅
師
と
こ
ん
に
や

く
屋
の
間
答
の
話

（註
）
と
同
じ
で
あ
る
。

（註
）

蒟

蒻

間
答
に
つ
い
て

聖
者
ご
講
説
の
三
十
七
科
道
品
中
、
八
正
道
の
と
こ
ろ

で
、
人
間
行
動
の
根
本
は
正
見

（し
ょ
う
け
ん
）
で
あ
り
、

念
仏
三
味
発
得
後
の
念
仏
行
者
の
見
解
は
ま
た
正
見
で
あ

る
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て

一
つ
の
も
の
に
お
い
て

も
、
そ
の
了
見
の
付
け
よ
う
に
よ

っ
て
、
そ
れ
が
悪
用
に

も
善
用
に
も
連
な

っ
て
く
る
。
―
そ
の
例
話
に

一
体
禅
師

と

コ
ン
ニ
ャ
ク
屋
の
間
答
が
採
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
旅
僧

一
体
禅
師
と
無
住
寺
門
前
の
コ
ン
ニ
ャ
ク

屋
親
爺
と
の
無
言
問
答
で
あ
る
。

―
禅
師
は
相
手
を
見
据
え
な
が
ら

「汝
の
心
は
」
と
の
意

を
こ
め
て
、胸
の
前
に
両
手
で
小
さ
く
輪
を
造

っ
て
間
う
。
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コ
ン
ニ
ャ
ク
屋
の
親
爺
―
俺
の
と
こ
ろ
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
は

そ
ん
な
チ
ッ
ポ
ケ
じ
や
な
い
、
も

っ
と
大
き
い
ん
だ
と
両

手
を
張

っ
て
デ

ッ
か
く
示
す
。
こ
れ
を
見
た
禅
師

「心
は

大
海
の
如
し
」
と
受
け
、
次
に
禅
師

「十
方
世
界
は
如
何

ん
」
と
両
掌
の
五
指
を
拡
げ
て
前
に
突
出
す
。
親
爺
―
十

丁
で
幾
何
か
と
尋
ね
ら
れ
た
と
思
い
、
す
ぐ
さ
ま
五
百
文

だ
と
、
片
手
五
本
の
指
を
開
き
ざ
ま
に
ニ
ュ
ツ
と
前
に
出

す
。
こ
れ
を
禅
師
は

「十
方
世
界
は
五
倫

（五
戒
）
で
保

つ
」
と
受
け
た
。
更
に
禅
師
は

「弥
陀
三
尊
は
如
何
に
」

と
手
指
の
三
本
、
親
爺
の
顔
前
に
示
す
。
こ
れ
を
う
け
た

親
爺
―
俺
ん
と
こ
ろ
の
大
き
な

コ
ン
ニ
ャ
ク
を
三
百
文
に

負
け

（価
引
）
ろ
ッ
た

つ
て
そ
り
や
無
理
だ
。
売
る
も
の

か
…
と

「ア
カ
ン
ベ
ー
」
の
つ
も
り
で
人
差
指
を
目
の
下

に
舌
を
出
さ
ん
ば
か
り
強
く
引
き
下
げ
た
。
禅
師
は

「弥

陀
三
尊
は
眼
の
下
に
あ
り
」
と
解
し
、
こ
の
親
爺
、
門
前

の
コ
ン
ニ
ャ
ク
屋
な
が
ら
大
し
た
も
の
だ
と
早
々
に
そ
の

場
を
去

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
話
。

コ
ン
ニ
ャ
ク
屋
の
親
爺
に
と

っ
て
は
、
何
時

も
取
り
換
す
商
い
の
言
葉
で
、
極
く
あ
り
ふ
れ
た
こ
と
で

あ
る
が
、　
一
体
禅
師
は
こ
の
世
、
何
事
も

「善
意
」
を
以

て
見
て
い
る
か
ら
此
の
親
爺
の
所
作
が
悟
道
に
叶
う
も
の

と
見
受
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
消
息
は

「迷
え
る

も
悟
れ
る
も
ま
た
善
悪
も
心
ひ
と
つ
の
お
き
ど
こ
ろ
に
し

て
」
の
聖
者
の
道
詠
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

聖
者
御
講
聴
書
の
筆
記
に
は
こ
の
禅
問
答
は
そ
の
筋
道

だ
け
が
六
、
七
行
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
丹
波
円
浄
師
は
其
の
末
に

「お
上
人

（聖
者
）

御
講
話
中
に
蒟
蒻
問
答
と
云
う
挿
話
あ
り
、
聴
講
当
時
は

委
細
筆
記
し
居
ら
ず
、
後
に
は
話
の
筋
を
も
打
忘
れ
た
る

に
よ
り
、
昭
和
十
七
年
六
月
末
、
筑
後
本
郷
西
光
寺
権
藤
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（賢
祐
）
上
人
所
持
の
落
語
全
集
に
出
て
あ
り
と
の
同
上

人
の
仰
せ
を
喜
び
貸
送
し
貰
い
て
大
略
抄
写
す
る
こ
と
左

の
如
し
。
―
と
、
落
語
問
答
が
転
記
さ
れ
、
最
後
に
、
右

昭
和
十
七
年
七
月
四
日
夜
深
更
に
写
す
。
―
と
あ
る
。

尚
、
こ
の
蒟
蒻
問
答
に
つ
い
て
は
同
月
十
六
日
に
福
岡
市

天
然
寺
に
て
当
時
講
談
社
発
行
の
修
養
全
集
第
四
巻
に
あ

る
豆
腐
問
答
が
ま
た
転
記
さ
れ
て
い
る
。

包
め
ど
も
人
の
心
の
よ
し
悪
し
は

ま
さ
か
の
時
に
現
は
る
る
か
な

第
五
日
　
大
正
八
年
十
月
二
十
日
　
朝

御
満
座
日
午
前
の
講
話
　
（第
二
席
）

次
に
正
語
と
は
敬
忍
し
た
る
人
の
心
、
平
生
は
つ
ゝ
し

ん
で
い
て
も
、
暫
く
其
人
の
任
意
に
さ
せ
て
お
く
と
本
性

が
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
心
善
き
人
に
近
づ
け
ば
善
き

人
と
な
り
、
善
き
事
を
語
り
ま
た
善
き
事
を
す
る
の
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
真
の
念
仏
者
、
即
ち
如
来
信
仰
の

人
は
何
事
も
念
仏
解
釈
と
な
る
。
思
う
こ
と
も
皆
、
仏
様

の
事
を
思
う
よ
う
に
な
る
。
言
語
で
も
、
無
益
な
こ
と
や

偽
り
に
は
遣
わ
ぬ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

四
、
正
　
業

身
体
の
行
為
。
此
の
身
体
で
如
来
の
お
思
召
を
な
し
て

ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
の
身
体
は
如
来
の
命

（お
ゝ
せ
）
を

｀
 八

正 正 正
思   正

語 惟 見
 道

二
、

一“一、
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果
た
す
の
で
あ
る
か
ら
悪
い
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
如
来
の
善
い
光
の
電
気
が
通
じ
て
い
る
こ
の

身
体
を
、
常
に
善
い
方
に
仕
事
の
出
来
る
よ
う
に
習
慣
さ

せ
て
い
か
ぬ
と
切
角
の
如
来
の
電
気
は
通
ず
る
こ
と
は
出

来
な
い
の
で
あ
る
。

五
、
正
　
命

身
体
の
生
命
は
滋
養
分
で
さ
え
あ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

然
し
、
盗
ん
だ
も
の
で
も
、
詐
偽
し
た
も
の
で
も
、
滋

養
分
に
は
な
る
け
れ
ど
も
正
し
い
も
の
で
は
な
く
、
如
来

の
御
思
召
に
契
う
命
で
は
な
い
。
こ
の
身
体
の
命
は

「渇

し
て
も
盗
泉
の
水
を
飲
ま
ず
―
云
々
」
と
い
う
よ
う
に
す

る
の
が
正
命
で
あ
る
。
い
ま
心
の
命
も
即
ち
信
仰
の
命
も

或
時
は
肥
大
し
、或
時
は
痩
せ
て
し
ま
う
様
な
時
が
あ
る
。

で
あ
る
か
ら
し
て
、
心
の
日
暮
れ
で
、
御
思
召
に
契
う
心

の
命
を
継
ぐ
に
は
五
種
正
行
の
資
糧
、
養
分
を
取
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
法
喜
禅
悦
の
心
が
生
ず
る
の
で

あ
る
。
念
仏
を
申
す
の
に
も
始
の
間
は
喜
び
ざ
ま
で
あ
る

が
、
次
第
に
念
仏
を
深
め
て
行
く
と
何
と
な
く
心
持
が
よ

く
な

っ
て
来
て
、
申
す
時
間
も
長
い
と
思
わ
ぬ
の
は
禅
悦

で
あ
る
。
何
と
な
く
有
難
く
嬉
し
い
の
は
法
喜
で
あ
る
。

こ
の
信
仰
の
命
を
生
き
ノ
＼
と
さ
せ
る
の
は
五
種
正
行
の

中
心
、
即
ち
称
名
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

（こ
ゝ
に
広
島
高
等
師
範
の
女
教
師
の
学
校
教
育
と
家

庭
で
の
真
宗
安
心
に
基
く
、
凡
夫
は
元
来
罪
悪
に
し
て

一

善
も
無
き
も
の
な
り
と
の
、
板
鋏
み
で
煩
悶
す
る
お
話
が

取
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
割
愛
し
ま
す
。
）

第
五
日
　
大
正
八
年
十
月
二
十
日
　
朝

御
満
座
日
午
前
の
講
話
　
（第
四
席
）
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六 五 四 三 二 一 `  `  `  `  ` ｀ 八

正
　
道

正
　
見

正
思
惟

正
　
語

正
　
業

正
　
命

正
精
進

七
覚
支
中
の
精
進
は
如
来
に
向
い
て
の
精
進
で
あ
る
。

今
は
如
来
が
世
間
に
向

っ
て
活
か
し
て
下
さ
る
方
の
精
進

故
に
単
に
働
く
の
で
は
な
く
、
如
来
の
御
思
召
の
精
進
を

世
に
活
か
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
即
ち
仏
心
仏
行
で
あ

る
。
こ
の
精
進
の
な
い
人
は
少
し
く
世
中
に
苦
痛
を
感
ず

れ
ば
死
を
求
め
浄
土
を
欣

（ね
が
う
）
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
誤
り
も
甚
し
き
も
の
で
あ
る
。
暑
さ
寒
さ
に
つ
け
て

死
ん
で
早
く
極
楽

へ
行
こ
う
と
云
う
の
で
あ
る
が
、
未
だ

そ
の
志
は
如
来
に
致
す
の
足
ら
ぎ
る
も
の
で
あ
る
。
吾
人

は
威
神
力
の
名
刀
を
以
て
世
の
中
の
悪
を
切
り
断
つ
の
で

あ
る
が
、
刃
が
錆
び
て
い
て
は
人
を
殺
す
こ
と
は
出
来
な

い
。
人
を
殺
す
こ
と
の
出
来
な
い
刃
物
は
人
を
活
か
す
こ

と
も
出
来
な
い
の
は
必
定
で
あ
る
。
人
を
済
度
す
る
に
当

っ

て
信
仰
の
刃
が
十
分
に
切
れ
な
け
れ
ば
済
度
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
此
の
刃
の
錆
は
如
来
の
光
明
に
ま
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
我
が
心
の
刃
を
磨
く
に
は
善
い

砥
石
が
要
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
世
間
の
荒
砥
に
よ

っ
て

寒
暑
逆
境
の
磨
き
が
あ
る
か
ら
し
て
、
極
楽
世
界
の
平
穏

な
処
よ
り
も
、
此
処
娑
婆
の
方
が
遷
善
、
善
に
更
り
易
い

の
で
あ
る
。

そ
の
故
に

「此
土
に
お
い
て

一
日

一
夜
す
る
は
無
量
寿

国
に
在
り
て
善
を
為
す
こ
と
百
歳
す
る
に
勝
れ
た
り
」
と

説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
念
仏
を
申
す
の
で
も
始
め
の
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う
ち
は
苦
痛
だ
が
後
に
は
興
味
を
覚
え
て
来
る
。
天
地
間

の
こ
と
皆
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
な
い
。

興
味
が
生
じ
て
仕
事
が
奇
麗
で
容
易
に
出
来
て
く
る
の

で
あ
る
。
世
間
に
よ
ぐ
努
力
主
義
、
活
動
主
義
と
云
う
て

み
だ
り
に
活
動
す
る
の
は
誤
り
で
、
如
来
の
御
思
召
に
、

従
う
事
が
即
ち
正
精
進
で
あ
る
。

七
、
正
　
念

前
者
の
念

（七
覚
）
は
内
面
を
作

っ
て
い
く
の
だ
が
、

此
度
は
世
に
向

っ
て
活
動
す
る
上
に
於
い
て
、
如
来
を
念

じ
て
離
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
此
の
念
は
、
日
に
南
無
阿
弥
陀

仏
と
云
う
ば
か
り
で
な
く
、
三
業
、
四
威
儀
に
為
す
こ
と

を
念
ず
る
の
で
あ
る
。
今
、
我
が
こ
の
衣
の
色
は
自
で
あ

る
が
、
ン」れ
を
如
来
の
藍
瓶
の
中
に
し
ば
ノ
＼
漬
け
る
と
、

後
に
は
藍
の
水
と
同

一
の
色
と
な
る
よ
う
に
、
如
来
と
我

と
は
同
じ
心
と
な

っ
て
し
ま
ヶ
の
で
あ
る
。
炭
が
火
に
な

る
の
と
同
じ
で
、
衆
生
の
心
の
炭
に
火
が

つ
け
ば
活
動
力

が
生
じ
て
来
る
。
如
来
と
離
れ
て
は
活
動
は
生
ま
れ
て
こ

な

い
の
で
あ
る
。

第
五
日
　
大
正
八
年
十
月
二
十
日
　
朝

御
満
座
日
午
前
の
講
話
　
（第
五
席
）

八
、
正
　
定

自
分
と
如
来
と
が

一
致
し
て
分
け
ら
れ
ぬ
と
こ
ろ
を
云

う
。
仏
が
我
か
、
我
が
仏
か
―
親
と
子
の
心
が

一
致
し
た

る
様
が
人
格
の
核
が
熟
し
た
時
で
あ
る
。
七
覚
支
に
花
開

き
、
八
正
道
に
そ
の
実
が
結
ぶ
の
で
あ
る
。

地
獄
は
顛
倒
の
見
、
即
ち
邪
見
よ
り
来
る
も
の
―
逆
様

に
来
る
も
の
で
あ
る
。
悪
を
善
と
思
い
不
正
を
正
を
思

っ
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て
い
る
の
が
凡
夫
で
あ
る
。
邪
思

・
邪
語

。
邪
業

ｏ
邪
命

・

邪
精
進

・
邪
念

。
邪
定
と
活
動
し
て
地
獄
の
核
を
熟
す
る

故
に
こ
れ
を
蒔
け
ば
地
獄
の
果
を
生
じ
、
煩
悩
が
次
生
に

生
じ
る
の
で
あ
る
。

人
格
形
成
。
形
成
と
は
実
を
結
ぶ
と
こ
ろ
を
云
う
。
今

日
、
学
問
上
、
法
律
上
で
は
年
令
十
才
以
下
は
放
火
、
盗

賊
し
て
も
そ
の
人
は
人
間
と
し
て
の
心
格
が
熟
し
て
い
な

い
か
ら
有
罪
で
な
く
、
子
供
は
善
悪
と
い
う
事
が
判
ら
ぬ

か
ら
核
は
成
熟
し
な
い
。
そ
れ
故
に
蒔
い
て
も
果
は
生
え

て
来
な
い
の
で
あ
る
。
青

（成
）
年
以
上
に
な
れ
ば
核
が

成
ず
る
故
に
蒔
け
ば
そ
の
果
が
芽
生
え
て
来
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
恰
も
柿
の
木
の
枝
に
つ
い
た

一
方
の
実
は
中
途
で

落
ち
、
他
の

一
方
は
雨
風
に
も
落
ち
ず
し
て
赤
く
熟
れ
、

こ
の
柿
は
色
も
麗
わ
し
く
肉
も
甘
く
中
核
が
立
派
に
熟
し

て
い
て
、
こ
れ
を
蒔
け
ば
生
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の

と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
我
等
の
念
仏
も
熟
す
れ
ば
柿
の
実

と
同
じ
で
、
途
中
で
落
ち
る
も
の
は
目
的
を
達
せ
ず
し
て

落
ち
る
も
の
の
、
熟
し
て
落
ち
る
も
の
は
目
的
を
達
し
て

落
ち
る
も
の
で
あ
る
。

宇
宙
万
物
内
存

一
切
智
　
智
力

（法
身
よ
り
万
物
生
ず
る
場
合
）

一
切
能
　
意
志

（大
宇
宙
の
分
我
な
る
小
宇
宙
）

我
等
を
造
ら
れ
し
そ
の
力
を

一
切
能
と
云
い
、
ま
づ
先

き
に
発
達
す
る
。
そ
の
後
に

一
切
智
が
生
じ
て
動
気
を
生

ず
る
の
で
あ
る
。　
一
切
能
は
未
だ
智
慧
な
き
故
に
無
明
で

あ
る
。
之
れ
に

一
切
智
が
加
わ
る
時
に
能
は
方
に
随
従
し

て
智
慧
が
活
ら
く
。
能
を
中
心
と
し
て
智
慧
が
働
く
か
ら

此
時
は
罪
と
な
る
の
で
あ
る
。
此
の
智
が
大
悲
招
喚
の
光
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に
照
ら
さ
れ
明
智
を
生
じ
、
後
は
能
が
正
見
に
従
う
て
活

ら
く
の
で
あ
る
。

已
上
に
て
橋
爪

（実
誠
）
師
の
筆
記
詑
わ
る
。

右
転
写
　
昭
和
十
七
年
四
月
十
三
日
起
事
、
昭
和
十
七
年

五
月
十
六
日
午
后
十
時
五
十
分
也
。

（丹
波
　
園
浄
記
）

（そ
の
後
記
に
）

昭
和
十
七
年
五
月
十
四
日
、
（此
の
日
念
仏
講
日
な
り
）

粕
屋
郡
勢
門
村
庄
西
林
寺
の
座
敷
に
於
い
て
山
主
橋
爪

（実
誠
）
上
人
と
談
合
、
そ
の
上
人
の
ご
筆
記
と
自
ら
転

写
し
た
分
と
を
読
み
合
せ
校
正
し
終

っ
た
時
は
正
に
同
日

午
后
五
時
に
し
て
初
夏
の
雨
、
森
々
と
し
て
降
り
、
カ
キ

ツ
バ
タ
及
び
サ
ツ
キ
の
花
咲
き
あ
り
。
―
と
。
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附

記

広
島
潮
音
寺
で
の

「念
仏
三
十
七
道
品
」
の
講
演
別
時

は
十
月
十
六
日
よ
り
五
日
間
で
あ

っ
た
が
、
当
時
の
広
島

地
方
気
象
台
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
大
正
八
年
十
月
十
七
日

（第
二
日
）
が
曇
天
で
、
外
は
皆
、
晴
天
、
而
も
後
三
日

間
は
快
晴
と
あ
り
、
ま
こ
と
に
好
天
気
に
恵
ま
れ
た
講
演

会
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

尚
、
丹
波
師
手
元
の
記
帳
に
よ
れ
ば
、
十
月
二
十
日
午

後
四
時
に
三
味
会
は
閉
会
と
な
り
、
当
日
は
広
島
市
九
軒

町
の
心
行
寺

（佐
々
木
為
興
上
人
自
坊
）
に
宿
泊
し
、
翌

二
十

一
日
、
笹
本
戒
浄
師
の
講
話
が
あ
り
、
二
十
二
日
は

厳
島
参
詣
、
弥
山
に
登
り
光
明
院
で
少
憩
し
、
其
の
夜
半

広
島
駅
を
発
し
帰
山
し
た
―
と
。

ま
た
、
丹
波
師
は
当
時
の
ノ
ー
ト
に
幾
度
と
な
く
目
を

通
さ
れ
、
色
々
と
二
十
七
道
品
に
関
す
る
先
師
の

「要
文
」

を
書
き
附
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
師
所
蔵
の
ノ
ー
ト

に
は
必
ず
、
頁
数
が
書
入
れ
て
り
あ
り
、
其
の
散
逸
の
難

に
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
度
の
筆
記
ノ
ー
ト
は
二
冊
あ

り
第
二
号
は
第

一
五
七
頁
か
ら
始
ま
り
第
二
二
八
頁
に

終

っ
て
い
ま
す
。
今
度
前
掲
の
三
十
七
道
品
の
要
文

（筆

記
ノ
ー
ト
第
二
百
十
九
頁
）
そ
の
末
尾
に
は
右
、
大
正
九

年
七
月
十
五
日
称
讃
浄
土
経
講
説
よ
り
抄
出
し
た
り
―

と
、
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

丹
波
師
は
、
こ
の
よ
う
な
厳
正
な
方
で
あ

っ
た
の
で
、

去
る
明
治
四
十
五
年
春
、
筑
後
善
導
寺
に
下
向
さ
れ
て
い

た
聖
者
を
、
屈
請
し
て
、
自
ら
若
松
の
自
坊
に
招
か
れ
た

波
多
野
諦
道
上
人
は
、
そ
の
徳
化
を
更
に
弘
め
ん
と
、
最

初
に
案
内
さ
れ
た
処
が
香
月
の
専
福
寺
で
あ

っ
た
。
山
主

の
丹
波
師
は

「安
心
」
に
つ
い
て
兼
ね
て
よ
り
心
配
さ
れ
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て
い
た
が
、
聖
者
に
値
わ
れ
た
途
端
に
、
其
の
疑
惑
は
雲

散
霧
消
し
て
、
尊
崇
畏
敬
の
念
で

一
杯
だ

っ
た
と
云
わ
れ

て
い
ま
す
。

聖
者
と
心
の
絆
は
、
大
正
六
年
聖
者
九
州
下
向
の
折

に
、
他
日
、
支
那
伝
道
に
旅
立
つ
時
は
、
是
非
随
行
す
る

よ
う
に
と
の
勧
め
が
あ

っ
た
程
で
あ
り
ま
す
。

尚
ま
た
前
掲
の
、
橋
爪
実
誠
師
手
許
の
筆
記
は
、
原
稿

用
紙
に
書
き
改
め
ら
れ
て
い
て
、
両
師
読
み
合
わ
せ
の

「講
演
聴
書
」
校
正
確
認
の
た
め
に
は
大
い
に
参
考
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
最
後
に
同
師
は
、
〃
私
は
此
の
と
こ
ろ
、

筆
記
粗
漏
を
覚
ゆ
、
他
師
の
御
参
照
を
乞
う
。

〃
と
附
記

さ
れ
て
い
て
、
あ
と
に
遺
す
べ
く
、
極
め
て
慎
重
な
思
い

で
あ

つ
た
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

大正八年七月篠栗西林寺にて別行中聖者揮宅

阿みだ佛と心を西にうつせみの

もぬけはてたる声ぞ涼しき

率
力
４
τ

観
・
鶴
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後

童
日

こ
の
念
仏
二
十
七
道
品
の
講
話
聞
書
は
、
丹
波
園
浄
師
、
橋
爪
実
誠
師
の
両
者
が
、
値
遇
の
縁
忘
れ
難
く
、
後
年
更
に

相
寄
り
、
当
時
の
間
書
ノ
ー
ト
を
照
合
し
て
書
綴
ら
れ
た
も
の
で
、
聖
者
の
脚
跡
を
慕
う
も
の
に
と

っ
て
は
誠
に
善
き
縁

（え
に
し
）
と
も
な
り
ま
し
よ
う
。
九
州
光
明
会
機
関
誌

「め
ぐ
み
」
に
昭
和
四
十
七
年
五
月
号
よ
り
昭
和
五
十
二
年
十

二
月
号
迄
二
十
三
回
に
渉
り
、
其
の
披
露
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
諸
者
の
方
よ
り
、
更
に
冊
子
し
て
貰
い
た
い
と
の
要
望

が
あ

っ
た
の
で
す
が
、
其
の
機
を
得
ず
、
今
日
に
至
り
ま
し
た
。
聖
者
八
十
回
忌
を
迎
え
、
改
め
て
紹
介
し
得
ま
し
た
こ

と
を
心
か
ら
悦
ん
で
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

今
度
の
出
版
に
当
り
ま
し
て
は
、
九
州
光
明
会
の
並
々
な
ら
ぬ
御
高
配
を
戴
き
ま
し
た
。
ま
た
、
九
光

「め
ぐ
み
誌
」

編
集
主
任
で
あ

っ
た
、
故
中
川
順

一
先
生
の
御
芳
情
を
含
め
、
特
に
東
洋
大
学
教
授
の
文
学
博
士
河
波
昌
先
生
に
御
校
閲

を
頂
き
、
漸
く
そ
の
責
め
を
果
た
し
得
た
思
い
で
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

尚
、
こ
の
出
版
手
配
に
つ
き
ま
し
て
は
豊
前
善
光
寺
菅
野
俊
光
師
な
ら
び
に
明
治
印
刷
株
式
会
社
坂
本
良
太
氏
に
望
外

の
御
援
助
を
頂
き
ま
し
た
。
心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
掌

平
成
十

一
年

春
彼
岸

福

岡

県

篠

栗

町

宝
樹
山

西
林
精
舎
　
常
称
庵
に
て

編
　
者
　
識
　
す



編者紹介

橋 爪 勇
はし づめ ゆう

大正 2年 12月 11日 福岡県粕屋郡篠栗町屋仲255番地に生る

昭和10年 京都仏教専門学校 (現仏教大学)卒業

昭和11年 1月 福岡歩兵第24聯隊入隊～昭和12年 1月 除隊

昭和12年 9月  浄土宗満州開教区開教師
昭和14年 6月  満州佳木斯教会主任引退

昭和16年 4月 関東州大連明照寺より満州緩西歩兵第31聯隊へ應召

昭和21年 7月  赤道下南レンバン島より字品上陸復員

昭和22年 1月 ～昭和25年 4月 福岡県庁職員

昭和24年 11月 ～平成元年 5月 まで 福岡県篠栗町西林寺住職

昭和27年 福岡県粕屋郡篠栗町教育委員 (公選4ヶ 年)

昭不口41年 9月 ～昭不口55年 12月  財団法人光明修養会機関紙(大光明)編集発行主任

昭和47年 12月 ～平成 4年 4月 法務省人権擁護委員 (福岡)

昭和63年 1月 ～平成10年 4月 佐藤ビジネス専門学校理事

平成 2年 1月 ～平成 4年 1月 財団法人光明修養会九州支部長

平成 2年 12月 ～平成 5年12月 財団法人光明修養会理事長

平成 6年 1月 財団法人光明修養会顧問

著書 「妙好人 荒巻くめ女」
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